
TOPIC
特集　八代を世界に売り込め

2019 女子ハンドボール世界選手権大会 応援に参戦しよう

八代民俗伝統芸能伝承館 (仮称 )建設工事が始まります

平成 30 年度八代市決算報告

「ともに支えあい 自分らしく暮らせる 心のかようまち やつしろ」を目指して

介護サービスを利用するには

知っておきたい 個人市民税・県民税 (住民税 )の仕組み

秋
空
の
下
で
元
気
に
わ
っ
し
ょ
い

　
　
　第
45
回
東
陽
し
ょ
う
が
祭
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◎
観
光
地
と
し
て
の

　
　
　魅
力
づ
く
り
推
進

海
外
へ
向
け
た
取
り
組
み

海
外
へ
向
け
た
取
り
組
み

インバウンド対応をしている
ＤＭＯやつしろに取り組みに
ついて聞きました。

　ＤＭＯやつしろでは、主にクルーズ船のインバ
ウンド対応と海外に向けての情報発信に取り組
んでいます。地域から観光を盛り上げるために
観光応援隊「きびっと隊」を結成し、約40人の
市民が有償ボランティアとして八代城跡お堀め
ぐり船頭や人力車などの観光業務、クルーズ船
入港時の通訳業務や観光案内業務、マーケティ
ング調査などの場面で活躍しています。
　今後はもっと外国人旅行者が増えることが予
想されるので、いかに八代に呼び込んでいくか
が重要になります。県や市と連携し、地域の人と
協力しながら取り組み、外国人旅行客のニーズ
に対応していきます。

ＤＭＯやつしろ 事務局長
長石 祐司 さん

地域から観光を
盛り上げる

　
本
市
な
ら
で
は
の
豊
か
な
自
然
、歴
史
・
文
化
、

食
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、「
八
代
の
宝
」を
生
か
し
た

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
や
滞
在
型
観
光
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、訪
れ
た
観
光
客

に
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
通
訳
ガ
イ
ド
、イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
専
門
的
な
人
財
の
確
保
・
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
市
民
と
協
力
し
て
お
も
て
な

し
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

    

取
り
込
み
の
対
策
強
化

　
飲
食
施
設
に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
や
、

Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
の
ほ
か
、
電
子
マ
ネ
ー
と

い
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
能
の
充
実
な
ど
、

外
国
人
観
光
客
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

◎
八
代
港
の
魅
力
づ
く
り

　
来
年
4
月
に
八
代
港
ク
ル
ー
ズ
拠
点
が
供
用
開
始

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。ま
た
拠
点
内
に
は
、高
さ
６
m
の
く
ま
モ
ン
や
日
本

庭
園
な
ど
も
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、八
代

港
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
魅
力
が
高
ま
り
ま
す
。

八
代
の
強
み
を
生
か
し
て

世
界
の
活
力
を
取
り
込
む

　
本
市
は
ト
マ
ト
、
イ
グ
サ
、
晩
白
柚
と
い
っ
た
生

産
量
日
本
一
を
誇
る
農
産
物
や
国
際
旅
客
船
拠
点
形

成
港
湾
に
選
定
さ
れ
、
県
内
最
大
の
貨
物
取
扱
量
を

誇
る
八
代
港
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
八
代
妙
見
祭
な
ど
、
多
様
な
地
域
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
人
口
減
少
に
よ
る
地

域
活
力
の
維
持
・
向
上
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
今
後
も
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
八
代

の
強
み
を
生
か
し
、
優
れ
た
産
品
の
輸
出
・
海
外
展

開
と
訪
日
外
国
人
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
行
い
、
世
界

の
活
力
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
状
況

　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
も
東
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の

訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
30
年

の
本
市
の
訪
日
外
国
人
宿
泊
客
数
は
4
5
9
2
人
と
、

平
成
25
年
と
比
べ
て
約
4
倍
も
増
え
て
い
ま
す
。
ク

ル
ー
ズ
客
に
よ
る
観
光
だ
け
で
な
く
、
中
国
・
台

湾
・
香
港
か
ら
の
個
人
旅
行
客
（
F
I
T
）
も
増
え

て
き
て
い
る
た
め
、
今
後
は
、
S
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
ガ
ー

を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

観
　光

文
　化

◎
八
代
妙
見
祭
を
世
界
に
P
R

　
平
成
28
年
に
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
。
ハ
ワ
イ
の
国
際
的

文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
台
湾
高
雄
旅
行
博
（
K
T
F
）
イ
ベ
ン
ト
で

P
R
し
ま
し
た
。

八代
の魅力を発信

今、日本各地では、人口減少に歯止めをかけ、

地域を元気にする「地方創生」に取り組んでいます。

中でも、国内需要の縮小が見込まれることから

海外における需要が注目されています。

今回の特集では、本市が行っている海外へ向けた取り組みなどを紹介します。

八代を世界に売り込め特集

八代八代八
の を発信発信発

今、日本各地では、人口減少に歯止めをかけ、

八代を
世界に売り込め

八代
▲クルーズ客に八代の観光地や
　行き方を案内する通訳ガイド

▲亀蛇（ガメ）がパレードに参加し、
　勇壮な舞を披露しました。

ス
ポ
ー
ツ

◎
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
台
湾
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
決
定

　
現
在
、台
湾
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
代
表
チ
ー
ム
の
事
前
合

宿
誘
致
や
台
湾
と
本
市
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
の
交
流

を
行
っ
て
お
り
、今
後
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
と
の

交
流
を
行
う
予
定
で
す
。

▲台湾バドミントン協会との友好
　交流覚書調印式の様子

▲本町商店街にベンチを設置し、
　Wi-Fiの整備を行いました。

▲大型のクルーズ船を受け入れる岸壁や旅客ターミナル
　を整備。愛称は「くまモンポート八代」

八代
の魅力 発信発信力をの魅力

Inter
view
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Ͱの友好交流協ఆࢢོج▲
　調印式の様子

▲�0݄28೔ʙ3�೔に本ࢢを๚れ
　た๺ւࢢ੨গ೥友好๚໰ஂ
　（࿨෰ண෇けମݧの様子）

࢈
ۀ　

◎
ւ
֎
ൢ
࿏
の
։
୓
を
ࢧ
ԉ

　
海
外
で
の
フ
ェ
ア
開
࠵
や
展
ࣔ
ձ
・
঎
ஊ
ձ
ࢀ

加
の
ࢧ
ԉ
、
海
外
バ
イ
Ϡ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
、
海
外
展
開
に
ੵ
ۃ
的
な
事
ۀ
ऀ
の
ࢧ
ԉ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

༑
޷
౎
ࢢ

த
๺・ࠃ
ւ
ࢢ

　
平
成
�
年
に
༑
޷
౎
市
協
定
を
క
݁
し
て
Ҏ
来
、

経
済
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ڭ
育
な
ど
の
෼
໺
に
お

い
て
さ
ま
͟
ま
な
交
流
事
ۀ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
྆
市
の
ֶ
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
な
ど
の

ڭ
育
交
流
や
、
੓
෎
ؔ
܎
ऀ
の
ࢹ
࡯
訪
໰
が
行
Θ
れ

て
い
ま
す
。

ࠓ
ޙ
の
ࢢ
の
取
り
૊
み

　
国
際
化
に
向
け
た
౎
市
ͮ
く
り
を
強
力
に
後

ԡ
し
す
る
た
め
に
「
や
ͭ
し
Ζ
国
際
化
推
進
Ϗ

ジ
ョ
ン
」
を
平
成
3�
年
�
月
に
ࡦ
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
本
Ϗ
ジ
ョ
ン
に
ج
ͮ
き
、
チ
ー
ム
八

代
で
国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ੵ
ۃ
的
に

推
し
進
め
、
શ
て
の
市
民
と
訪
れ
る
人
た
ͪ
の

স
إ
が
Ֆ
࡙
く
「
国
際
౎
市
や
ͭ
し
Ζ
」
を
໨

ࢦ
し
て
い
き
ま
す
。

八
代
の
魅
力
を

　
　
　世
界
に
޿
Ί
Α
͏

ủ
͜
͜
の
෩
ܠ
͕
޷
͖
Ứ

ủ
৯
΂
෺
͕
͓
͍
し
͍
Ứ

ủ
ਓ
と
の
৮
Ε
߹
͍
͕
ָ
し
͍
Ứ

　
օ
さ
ん
が
日
ʑ
の
฻
ら
し
の
中
で
感
じ
る
八
代

の
い
い
と
こ
Ζ
。
そ
れ
は
ど
こ
に
で
も
͋
る
よ
う

で
、
八
代
に
し
か
な
い
魅
力
で
す
。

　
こ
の
魅
力
を
࠶
発
見
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

し
て
օ
さ
ん
の
प
り
に
も
伝
え
て
み
ま
ͤ
ん
か
。

খ
さ
な
出
来
事
で
も
伝
え
る
こ
と
で
ڞ
感
が
生
ま

れ
、
޿
が
り
、
世
界
中
の
多
く
の
人
に
八
代
を
̥

̧
す
る
力
に
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
八
代
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
、
よ

り
活
力
と
魅
力
の
͋
る
ま
ͪ
に
し
て
い
き
ま
し
Ỷ

う
。

台
湾・ج
ོ
ࢢ

　
ج
ོ
市
内
で
物
産
フ
ェ
ア「
県
ೆ
フ
ー
ド
バ
レ
ー
フ

ェ
ア
iO
台
湾
ج
ོ
市
」を
̏
年
࿈
ଓ
開
࠵
し
、྆
市

の
૬
ޓ
交
流
を
重
Ͷ
、平
成
30
年
に
༑
޷
交
流
協
定

を
క
݁
し
ま
し
た
。

◎
ϑ
ラ
ン
ス・
パ
リ
Ͱ

　
　ủ
イ
ά
α
・
৞
ද
Ứを

　
　
　
　  

ト
ッ
ϓ
η
ồ
ϧ
ス

　
平
成
30
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
・
ύ
リ
で
開
࠵
さ
れ
た

̜
̞
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
出
੮
し
、
イ
グ
サ
や

৞
の
ྑ
さ
を
P
R
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
��
月

に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
΢
ィ
ー
ン
で
行
Θ
れ
た
̜
̞

産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
八
代
産
イ
グ
サ
੡
品
を
ఏ

供
し
、
̥
R
し
ま
し
た
。

▲ϑϥンεɾパϦͰイάαを13する
　தଜതੜࢢ௕

　（
上
）台
湾
最
大
ڃ
の
国
際
૯
合
食
品
見
本
市「
F
P
P
E

T
B
J
Q
F
J
」に
出
展
。（
Լ
）平
成
2�
年
౓
か
ら
行
Θ

　
れ
て
い
る
香
港
΁
の
晩
白
柚
の
輸
出
。

ϖ
イ
ϋ
イ

Ω
ồ
ϧ
ン

は主にؔ౦に༌ग़しており、海外΁のࡏݱ　
༌ग़をߟえていたࡍに市の海外ൢ࿏։୓ࢧ
援を஌り、ཆ৩ΧΩの༌ग़を࢝めました。૬ஊ
することでద੾なࢧ援をडけることができ、ൢ
ച֦େにつながったのでΑかったです。

̠̖̠̞ ̛̪ ̟̞
দ౻ ষޗ さん

へߓ߳
ΧΩを༌ग़

　今೥行Θれた「くまもと県ೆϑードバϨーϑ
ΣアJOོج市」でಈըやύンϑϨοτなどでイ
グαのઆ໌をしたところ、ଟくの୆࿷の人たͪ
にڵຯを࣋ってもらえました。঎ஊからྲྀ通
までαϙーτしてもらえ、バイϠーの信༻ੑも
̓、いのでߴ ৺して取り組めました。

ϑΝϛϦʔϑΝʔϜＯ̠ ̖
　　　　 は Αͭし

Ԭɹॳٛ さん

୆࿷で
Πάαを̧̥

市の支援制度を利用した人の声

˛
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2019 女子ハンドボール世界選手権大会

６カ国の“がんばれ”で声援を送ろう

モンテネグロ
Good luck
( グッド　ラック)

セネガル
Bon courage
( ボン　クラージュ)

カザフスタン
iске с ет
( イスケッセ )

ルーマニア
Mult noroc
( ムーリット　ノーロ)

スペイン
Buena suerte
(ブエナ　スエルテ )

　一人一人の応援が各国の選手の力になります。一校区一国運動や一校一国運動な
どで、自分の応援する国の選手たちに力強い声援を送りましょう。

　大会特別サポーター・八代亜紀さんが歌う
2019 女子ハンドボール世界選手権大会テーマ
ソング、「Hand in Hand ～つな
ぐ想い～」の振り付けを覚えて、
会場で踊りましょう。座ったままで
も踊れます。踊っている動画を
SNS にアップして大会を盛り上げ
ましょう。

グッズで選手を応援しよう
　会場に入る前にスタッフから応援
グッズ・スティックバルーンと国旗
シールを受け取り、自分が応援した
い国のシールを貼って応援しましょ
う。良かったプレーや惜しいときな
どさまざまなシーンで使ってみま
しょう。 11.30 ～ 12.6

Sat Fri
❖ チケット取扱店 ❖

Sok szerencsét
(ショク　セランジット)

ハンガリー

　一人一人の応援が各国の選手の力になります。一校区一国運動や一校一国運動な
６カ国の“がんばれ”で声援を送ろう

応援に参戦しよう

▲「Hand in Hand
　～つなぐ想い～」
　振り付け動画

Ⓒ2010 熊本県くまモン

　オフィシャルサイト、各プレイガイドのほか本
庁仮設庁舎東棟1階売店、八代トヨオカ地建ア
リーナ、八代市観光物産案内所、くまナンス
テーション、ハヤカワスポーツで発売中。
※１日券や会場パッケージ（前売りのみ）、1日

券と同額で特典(クーポン券)付き
のハッピーアワーチケットがあり
ます。座席で飲み物を飲みながら
試合を楽しもう。

テーマソングの振り付けを
覚えてみんなで踊ろう

国旗
シール
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Ⓒ2010 熊本県くまモン

　オフィシャルサイト、各プレイガイドのほか本
庁仮設庁舎東棟1階売店、八代トヨオカ地建ア
リーナ、八代市観光物産案内所、くまナンス
テーション、ハヤカワスポーツで発売中。
※１日券や会場パッケージ（前売りのみ）、1日

券と同額で特典(クーポン券)付き
のハッピーアワーチケットがあり
ます。座席で飲み物を飲みながら
試合を楽しもう。

テーマソングの振り付けを
覚えてみんなで踊ろう

国旗
シール
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会
議
棟

　

伝
承
ル
ー
ム
・
会
議
室
・
事
務
所
か

ら
な
り
ま
す
。

伝
承
ル
ー
ム
：
無
形
民
俗
文
化
財
の
練

習
や
披
露
、
演
劇
な
ど
の
リ
ハ
ー
サ
ル

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

会
議
室
：
各
種
会
議
や
講
座
な
ど
に
利

用
で
き
る
大
小
の
会
議
室
。
畳
を
敷
い

て
和
室
と
し
て
も
利
用
可
能
で
す
。

　

大
型
バ
ス
が
駐
車
で
き
る
駐
車
場
を

備
え
、
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
来
航
者
を
は

で
は
妙
見
祭
に
ま
つ
わ
る
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
も
楽
し
め
ま
す
。

妙
見
祭
体
感
シ
ア
タ
ー
：
組
み
上
げ
た

状
態
の
笠
鉾
を
公
開
展
示
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
中
央
に
設
け
、
壁
面
に
は
妙

見
祭
当
日
の
様
子
を
迫
力
の
あ
る
３
面

映
像
が
投
影
さ
れ
、
祭
り
の
雰
囲
気
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
た
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
：
長
さ
５
ｍ
の

専
用
ケ
ー
ス
で
妙
見
祭
笠
鉾
の
豪
華
な

水
引
幕
を
間
近
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
妙
見
祭
を
は
じ
め
市
内
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
か
か
わ
る
資
料
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

収
蔵
庫
・
保
管
庫
：
水
引
幕
を
広
げ
た

状
態
で
収
蔵
で
き
る
特
別
収
蔵
庫
の
ほ

か
、笠
鉾
９
基
や
妙
見
祭
の
各
出
し
物
・

そ
の
他
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
団
体
の

資
料
の
保
管
庫
を
備
え
、
貴
重
な
文
化

財
を
守
り
ま
す
。

そ
の
他
：
妙
見
祭
の
出
し
物
の
躍
動
感

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
大
屋
根

の
下
に
、
笠
鉾
を
組
み
立
て
る
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
ま
す
。

じ
め
と
す
る
、
市
内
外
か
ら
の
来
場
者

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
場
に

は
妙
見
祭
の
神
馬
や
飾
馬
が
休
息
で
き

る
馬
つ
な
ぎ
が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
妙

見
祭
に
ゆ
か
り
の
あ
る
樹
木
な
ど
も
植

え
る
予
定
で
す
。

　

近
年
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
備
え
、
耐

震
構
造
に
す
る
と
と
も
に
、
収
蔵
庫
の

床
の
高
さ
を
か
さ
上
げ
し
、
浸
水
被
害

を
防
ぎ
ま
す
。

　

伝
承
館
は
次
の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
沿
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
継
承⇒

伝
統
文
化
財
の
将
来
へ
の

保
存
と
継
承
が
図
ら
れ
る
施
設　

②
発
展⇒

伝
統
芸
能
の
後
継
者
育
成

と
維
持
発
展
に
つ
な
が
る
施
設

③
交
流⇒

情
報
発
信
に
よ
る
地
域
間

交
流
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
施
設

　

伝
承
館
は
展
示
収
蔵
棟
、
会
議
棟
の

２
つ
の
建
物
で
構
成
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

展
示
収
蔵
棟

　

展
示
施
設
と
収
蔵
・
保
管
施
設
か
ら

な
り
ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
：
妙
見
祭
の
デ

ジ
タ
ル
絵
巻
や
市
内
の
無
形
民
俗
文
化

財
の
魅
力
を
、
飛
び
出
す
絵
本
風
ジ
オ

ラ
マ
で
紹
介
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
絵
巻

6

��

整
備
コ
ン
セ
プ
ト

��

建
物
概
要

��

駐
車
場
・
広
場

��

災
害
へ
の
備
え

　

本
市
で
は
平
成
28
年
に
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
八
代
妙
見

祭
の
神
幸
行
事
」（
八
代
妙
見
祭
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
市
内
各
地
の
無
形

民
俗
文
化
財
の
保
存
継
承
と
交
流
促
進
を
目
指
し
た
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
、
令
和
３
年
の
開
館
を
目
指
し
、
西
松
江
城
町
に
「
八
代
民
俗
伝
統
芸

能
伝
承
館
（
仮
称
）」（
以
降
「
伝
承
館
」）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
工
事

期
間
中
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
▶
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
▶
お
た
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
▶
妙
見
祭
体
感
シ
ア
タ
ー

八代民俗伝統芸能伝承館
（
仮
称
）

͢·Γ·͕࢝ࣄ޻ઃݐ

ྩ࿨̏೥։ؗ༧ఆ外観イメージ
　笠鉾の屋根・獅子舞・亀蛇などの躍動
感をイメージした軽やかに波打つ屋根が
目印。広い軒下では笠鉾の組み立てや展
示も行えます。

　

広
々
と
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

は
無
形
民
俗
文
化
財
の
絵
本
風
ジ
オ
ラ
マ
、

妙
見
祭
デ
ジ
タ
ル
絵
巻
で
は
ク
イ
ズ
や

ゲ
ー
ム
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
木
屋
根

構
造
が
柔
ら
か
な
空
間
を
創
り
出
し
ま
す
。

伝承館、博物館、松浜軒、八代城跡などがループをなし、
街とつながる起点に

　伝承館を市内観光の拠点として周辺施設をめぐる回遊ルート、妙見祭
との連携、市内無形民俗文化財などの情報を発信します。また、観光地
をつなぐループ状の道によって人の流れが活性化され、この流れを拠点
にしてアーケードへと賑わいが拡がります。

　

３
方
向
の
壁
面
に
投
影
さ
れ
る
迫
力
あ

る
映
像
の
ほ
か
、
実
物
の
笠
鉾
を
公
開
展

示
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

笠
鉾
の
豪
華
な
水
引
幕
を
広
げ
て
展
示
。

飾
り
物
な
ど
も
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

八代城跡 松井神社
（八代城跡 北の丸）

裁判所఻ঝؗ

松浜軒

八代市立図書館

未来の森
ミュージアム

問合せ　文化振興課　☎ 33-4533
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指
標
で
す
。
本
市
は
91
・
３
％
で
、
早
期
健
全
化

基
準
の
３
５
０
％
以
上
に
は
該
当
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

対
象　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
、

　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
・
広
域
連
合
、

　
　
　
　

地
方
公
社
・
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど

■
早
期
健
全
化
基
準
…
財
政
運
営
上
の
黄
信
号
。
こ

の
基
準
が
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
と
、
財
政
健
全

化
計
画
の
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。

■
財
政
再
生
基
準
…
財
政
運
営
上
の
赤
信
号
。
こ
の

基
準
が
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
と
、
財
政
再
生
計

画
の
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
地
方

債
の
発
行
も
制
限
さ
れ
ま
す
。

決
算
報
告

平
成
��
年
度
　
八
代
市��

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
ご
と
に
独
立
し
た
経
営
管
理
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

平
成
30
年
度
は
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、

久
連
子
財
産
区
、
椎
原
財
産
区
が
黒
字
、
国
民
健
康

保
険
は
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
、農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事
業
、

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
、
診
療
所
は
収
支
均
衡
と
な
り
ま
し
た
。

��

公
営
企
業
会
計

　

公
営
企
業
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る

法
人
格
を
も
た
な
い
組
織
で
、
特
別
会
計
と
同
じ

よ
う
に
独
立
し
た
経
営
管
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
政
令
で
指
定
さ
れ
た
事
業
（
給
水
事
業
・
電
気

事
業
・
病
院
事
業
・
下
水
道
事
業
・
電
気
事
業
・
交

通
事
業
な
ど
）
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
経
営
形
式
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
病
院
事
業
は
平
成
30
年
度
で
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。

一
般
会
計
の
収
入
（
歳
入
）

　

八
代
市
の
家
計
（
一
般
会
計
）
は
、
家
計
で
い
う

と
こ
ろ
の
給
料
な
ど
に
当
た
る
「
自
主
財
源
」
と
親

か
ら
の
仕
送
り
（
地
方
交
付
税
・
国
県
支
出
金
な
ど
）

や
金
融
機
関
の
ロ
ー
ン（
市
債
）な
ど
に
当
た
る「
依

存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ

ラ
フ
を
見
る
と
、
平
成
30
年
度
は
八
代
市
の
家
計
の

65
・
３
％
が
依
存
財
源
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
国
や

県
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
体
的
に
は
、
昨
年
度
よ
り
も
41
億
６
３

３
５
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
支
出
（
歳
出
）

【
目
的
別
構
成
】

　

平
成
30
年
度
は
、
総
務
費
が
新
庁
舎
建
設
事
業
に

よ
り
約
６
億
円
、
衛
生
費
が
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
に
よ
り
約
５
億
７
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
土
木
費
が
約
６
億
９
０
０
０
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
家
計
に
例
え
る
と
、
１
年
間
の
家
計
簿
を

収
入
と
支
出
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
給
料
や
借
入
金
、

食
費
や
医
療
費
な
ど
大
ま
か
な
項
目
ご
と
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
そ
れ
を
示
し
、
結
果
を
見
つ
め
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
家
計
（
市
政
）
に
生
か
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
八
代
市
の
家
計
（
一
般
会

計
）
は
、
歳
入
総
額
６
６
４
億
８
５
７
万
円
、
歳

出
総
額
６
５
０
億
８
６
２
２
万
円
の
差
し
引

き
13
億
２
２
３
５
万
円
か
ら
翌
年
度
へ
繰
越
す

べ
き
財
源
１
億
７
１
７
６
万
円
を
差
し
引
い
た

11
億
５
０
５
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
令
和
元
年
度

へ
の
繰
越
金
と
な
り
ま
す
。

一般会計の収入総額　���ԯ���ສԁಛผձࢉܾܭ

ެӦۀاձࢉܾܭ

݈શԽ൑அൺ཰

一般会計の支出総額　���ԯ�
���ສԁ

市税
151億5,827万円

22.8％

自主財源
231億1,064万円

34.7％

依存財源
482億9,793万円

65.3％

繰入金
4億6,291万円
0.7％

分担金・負担金
8億2,202万円
1.2％
諸収入

10億1,312万円
1.5％

地方交付税
153億3,690万円

23.1％

市債
87億5,460万円
13.2％

国庫支出金
89億6,413万円
13.5％

県支出金
70億2,665万円
10.6％

その他
32億1,565万円　4.9％
◎地方消費税交付金
◎地方譲与税 など  

その他
56億5,432万円　8.5％
◎使用料・手数料
◎寄附金　　　　
◎繰越金　　　　
◎財産収入　　　

民生費
229億8,294万円

35.3％

その他
6億8,383万円
1.1％

公債費
61億3,239万円　9.4％

総務費
61億3,199万円

9.4％

土木費
54億8,814万円

8.4％

農林水産業費
53億9,394万円

8.3％

教育費
44億9,538万円

6.9％

消防費
21億1,005万円

3.3％

商工費
16億1,752万円

2.5％

衛生費
100億5,004万円　15.4％

●歳出の目的別構成　※経費を行政目的により分類したものです。

歳入の種類 Ｈ 29 Ｈ 30 増減額

自
主
財
源

市 税 150億6,556万円 151億5,827万円 9,271万円
繰 入 金 23億3,597万円 4億6,291万円 △18億7,306万円
分担金・負担金 8億4,918万円 8億2,202万円 △2,716万円
諸 収 入 12億6,424万円 10億1,312万円 △2億5,112万円
そ の 他 44億7,851万円 56億5,432万円 11億7,581万円
小　　計 239億9,346万円 231億1,064万円 △8億8,282万円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 161億1,238万円 153億3,690万円 △7億7,548万円
市 債 82億3,770万円 87億5,460万円 5億1,690万円
国 庫 支 出 金 122億2,211万円 89億6,413万円 △32億5,798万円
県 支 出 金 68億6,912万円 70億2,665万円 1億5,753万円
そ の 他 31億3,715万円 32億1,565万円 7,850万円
小　　計 465億7,846万円 432億9,793万円 △32億8,053万円
合　　計 705億7,192万円 664億 857万円 △41億6,335万円

費　　目 Ｈ 29 Ｈ 30 増減額
民 生 費 231億9,419万円 229億8,294万円 △2億1,125万円
衛 生 費 94億8,072万円 100億5,004万円 5億6,932万円
公 債 費 61億1,313万円 61億3,239万円 1,926万円
総 務 費 55億3,326万円 61億3,199万円 5億9,873万円
土 木 費 61億7,369万円 54億8,814万円 △6億8,555万円
農林水産業費 52億5,279万円 53億9,394万円 1億4,115万円
教 育 費 46億1,028万円 44億9,538万円 △1億1,490万円
消 防 費 22億4,820万円 21億1,005万円 △1億3,815万円
商 工 費 15億8,441万円 16億1,752万円 3,311万円
そ の 他 18億1,152万円 6億8,383万円 △11億2,769万円
合　　計 660億 219万円 650億8,622万円 △9億1,597万円

市民一人当たりに使われたお金　���
���ԁ
■費目ごとの内訳

事　業　名 Ｈ 30年度
歳入 172 億 713 万円

国民健康保険 歳出 176 億 3,199 万円
差引 △ 4 億 2,486 万円
歳入 17億 4,632 万円

後期高齢者医療 歳出 17億 1,120 万円
差引 3,512 万円
歳入 150 億 7,243 万円

介護保険 歳出 141 億 8,367 万円
差引 8億 8,876 万円
歳入 3億 1,248 万円

簡易水道事業 歳出 3億 1,248 万円
差引 0万円
歳入 1億 192 万円

農業集落排水処理施設事業 歳出 1億 192 万円
差引 0万円
歳入 5,133 万円

浄化槽市町村整備推進事業 歳出 5,133 万円
差引 0万円
歳入 4,499 万円

ケーブルテレビ事業 歳出 4,499 万円
差引 0万円
歳入 7,559 万円

診療所 歳出 7,559 万円
差引 0万円
歳入 22万円

久連子財産区 歳出 12万円
差引 10万円
歳入 21万円

椎原財産区 歳出 11万円
差引 10万円
歳入 346 億 1,262 万円

合　　計 歳出 341 億 1,340 万円
差引 4 億 9,922 万円

※端数処理のため計算結果が合わないことがあります。

会　計　名 Ｈ 30年度

水道事業会計
収益的収支 収入 5億 4,605 万円

支出 4億 5,285 万円

資本的収支 収入 3,779 万円
支出 2億 4,320 万円

病院事業会計
収益的収支 収入 3億 4,944 万円

支出 3億 5,289 万円

資本的収支 収入 8,251 万円
支出 8,344 万円

下水道事業会計
収益的収支 収入 34億 5,287 万円

支出 28億 3,410 万円

資本的収支 収入 26億 4,942 万円
支出 40億 8,123 万円

※収益的収支…１年間の企業経営に必要な全ての費用。
※資本的収支…将来の企業経営活動に備えた全ての費用。

項　　目 Ｈ 30年度 備　　　考

①実質赤字比率 黒字のため
該当なし

早期健全化基準 11.68
財政再生基準 20.00

②連結実質赤字比率 黒字のため
該当なし

早期健全化基準 16.68
財政再生基準 30.00

③実質公債費比率 10.1 早期健全化基準 25.00
財政再生基準 35.00

④将来負担比率 91.3 早期健全化基準 350.00
財政再生基準

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づ
き、地方公共団体は、毎年度決算時に健全化判断比率な
どを算定することが義務付けられました。（詳細は市ホー
ムページに掲載しています。）

（単位：％）

〈
解
　
説
〉

①
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。
本
市
は
黒
字
の
た
め

該
当
な
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象　

一
般
会
計
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別

　
　
　

会
計
、
診
療
所
特
別
会
計

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
の
ほ
か
、
特
別

会
計
や
公
営
企
業
な
ど
市
の
全
会
計
の
赤
字
の
程

度
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。
本
市
は
黒
字
の
た

め
該
当
な
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

③
実
質
公
債
費
比
率
…
借
入
金
返
済
に
ど
れ
だ
け
充

て
ら
れ
て
い
る
か
を
示
す
比
率
で
す
。
本
市
は

10
・
１
％
で
、
早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
以
上
に

は
該
当
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

対
象　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
、

　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
・
広
域
連
合
な
ど

④
将
来
負
担
比
率
…
借
入
金
な
ど
将
来
支
払
う
可
能

性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度

を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
の
圧
迫
度
合
い
を
示
す

決
算
に
関
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
☎
33
４
１
０
６　
　

Mailzaisei@
city.yatsushiro.lg.jp

民生費 180,533 円
○保育所経費
○生活保護費給付
○障害福祉サービス給付

公債費 48,170 円
○市の借金返済

土木費 43,110 円
○道路 ･公園の維持管理・整備
○橋梁・河川の維持管理・整備
○公営住宅の管理・整備

教育費 35,312 円
○小学校・中学校施設耐震改修
○公民館施設整備
○パソコン教育推進

商工費 12,706 円
○八代港ポートセールス
○インバウンド向け観光資源強化
○市内各種イベント開催経費

衛生費 78,944 円
○環境センター（エコエイトやつしろ）建設
○こども医療費助成
○各種検診・予防接種

農林水産業費 42,370 円
○農業生産総合対策
○産地パワーアップ
○イグサ・畳表生産体制強化

消防費 16,575 円
○広域行政事務組合負担金
○消防団活動経費
○防災行政無線整備

その他 5,372 円
○土木施設・農林水産施設など災害復旧
○議会運営経費

総務費 48,167 円
○新庁舎建設
○生活交通確保維持経費
○ふるさと納税事務経費
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認
定
を
受
け
た
企
業
・
団
体
は
許
可
を
受
け
る
と
、

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
企
業
・

団
体
の
名
刺
や
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
、印
刷
物
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。
特
に
優
れ
た
活
動
を
し

て
い
る
企
業
・
団
体
は
、
市
か
ら
表
彰
し
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有

無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
受
け
た
と
思
う
と
き

は
、
障
が
い
者
支
援
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
成
年
後
見
制
度

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
を
法
律
面
や

生
活
面
（
財
産
管
理
や
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
な
ど
）
で
保
護
し
た
り

支
援
し
た
り
す
る
制
度
で
す
。
申
し
立
て
で
き
る

人
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
な
ど

で
す
。
申
し
立
て
を
行
う
親
族
な
ど
が
い
な
い
場

合
は
、
必
要
に
応
じ
て
市
が
申
し
立
て
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

所
在
地
：
大
村
町
７
２
０

－

１

　
　
　
　
　

☎
32
２
３
３
３　

・
氷
川
学
園
相
談
支
援
事
業
所
　
風
舎

　

所
在
地
：
氷
川
町
宮
原
１
１
６
７

－

２

　
　
　
　
　

☎
62
４
０
８
１

　
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
業
や
就
業
に
伴
う
日
常
生
活
上
の
支
援
を
必

要
と
す
る
障
が
い
者
を
対
象
に
、
窓
口
で
の
相
談
、

職
場
や
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ
る
指
導
や
相
談
を
行

い
ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
、
原
則
予
約
制
で
す
。

・
熊
本
県
南
部
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

結(

ゆ
い)

　

☎
35
３
３
１
３

　
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
の
し
づ
ら
さ
や
子
ど
も
の
困
り
感
な
ど

の
心
配
を
持
つ
親
な
ど
に
対
し
、
心
配
事
を
一
緒

に
考
え
、
子
ど
も
自
身
と
関
わ
る
人
た
ち
も
よ
り

良
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
、
原
則
予
約
制
で
す
。

・
八
代
圏
域
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　

所
在
地
：
西
松
江
城
町
２

－

17

　
　
　
　
　

☎
35
４
７
６
６

̍̎ ݄̏೔͔Β̍ ݄̎̕೔͸োऀ֐िؒ
「ともに支えあい　自分らしく暮らせる
  心のかようまち　やつしろ」を目指して
　฻らしの中でোがいऀʹରしͯ഑ྀし、ඞཁなखॿけを࣮ફしͯもらうͨΊ「八代市ো
がいऀサポーλー੍౓」を࣮ࢪしͯいます。͜の੍౓をؚΊͨোがいのあΔਓʹରすΔެ
తࢧԉʹついͯ特ʹ਎ۙなものを঺հします。ৄࡉʹついͯ͸໰い合Θͤくͩ͞い。

໰߹ͤ　োがいऀࢧ援՝　ὸ ���029�

各
種
相
談
先

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
虐
待
と
い
う
権
利
侵
害
か

ら
守
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
虐
待
の
通
報
や
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
虐
待
は
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

必
要
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
虐
待
を
発
見

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
通
報
く
だ
さ
い
。

（
虐
待
の
例
）

　

暴
力
、
体
罰
、
性
的
嫌
が
ら
せ
、
脅
し
、
身
の

回
り
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、
財
産
や
年
金
の

使
い
込
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
八
代
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
（
障
が
い
者
支
援
課
内
）
☎
35
０
２
９
４

　
相
談
支
援
事
業
所

　

障
が
い
者
（
児
）
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
、

市
が
委
託
し
た
相
談
支
援
事
業
所
の
専
門
職
員

が
、
日
常
生
活
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
児

通
所
支
援
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡
調
整
な
ど
も
行
い
ま

す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
す
。

委
託
事
業
所
名

・
か
ん
ね
さ
こ
荘
相
談
支
援
事
業
所

　
（
主
に
身
体
障
が
い
）

　

所
在
地
：
松
江
本
町
５

－

15

　
　
　
　
　

☎
45
９
０
１
２　

・
地
域
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
す
ま
い
る

　
（
主
に
精
神
・
知
的
障
が
い
）

●
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

障
が
い
の
特
性
や
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、

必
要
な
手
助
け
を
実
践
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

●
登
録
・
認
定
方
法
な
ど
（
個
人
）

　

市
主
催
の
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会
に
参
加
し
、
ま
た

は
出
前
講
座
を
受
講
し
、
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の

登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
登
録
す
る
と
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
入
り
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
渡
し
ま
す
の
で
、

目
に
つ
き
や
す
い
所
に
身
に
つ
け
、
障
が
い
者
が
声

を
か
け
や
す
い
よ
う
に
協
力
く
だ
さ
い
。

●
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
と
は

　

障
が
い
者
の
支
援
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
普
及
な
ど
に
協
力
し

て
い
る
企
業
や
団
体
で
す
。

●
登
録
方
法
（
企
業
・
団
体
）

　

市
内
に
あ
る
企
業
・
団
体
が
、
出
前
講
座
を
受
講

す
る
か
、
次
の
事
項
の
う
ち
２
項
目
以
上
に
該
当
し

て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

１
．「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

規
定
す
る
法
定
雇
用
障
害
者
数
以
上
の
障
が
い

者
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
。（
法
定
雇
用
率
の
対

象
と
な
ら
な
い
事
業
所
は
１
人
以
上
を
雇
用
）

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
相
談
支
援
事
業
所

　
相
談
支
援
事
業
所

　
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

２
．
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
障
が
い

の
特
性
に
応
じ
た
職
場
配
置
ま
た
は
業
務
の
分

担
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
職
場
相
談
員

の
配
置
な
ど
の
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
．
事
業
所
ま
た
は
店
舗
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
。

４
．
障
が
い
な
ど
に
つ
い
て
従
業
員
を
対
象
に
研
修

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

５
．
障
が
い
者
へ
の
配
慮
を
含
ん
だ
接
客
な
ど
に
つ

い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
か
つ
、
実
践
し
て
い

る
こ
と
。

６
．
障
が
い
者
施
設
の
商
品
の
購
入
、
販
売
場
所
の

提
供
な
ど
、
障
が
い
者
施
設
の
販
路
拡
大
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
。

７
．
障
が
い
者
や
そ
の
保
護
者
な
ど
の
支
援
団
体
で

あ
っ
て
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
市
民
の
理
解
を
促
進
す
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

８
．
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
障
が
い
福
祉

に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
の
認
定
に
は
、
前

記
の
ほ
か
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、
障
が
い
者
支
援
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
に
な
る
と

　
「
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
」
と
し
て
認
定

さ
れ
た
企
業・団
体
に
は
、
市
か
ら
認
定
証
を
交
付
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
認
定
企
業
・
団
体
と
し
て
紹
介

し
ま
す
。

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
、
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
を
募
集
中

　
あ
な
た
の
優
し
さ
を
、
で
き
る
範
囲
で
行
動
に
う
つ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
申
請
書

を
送
付
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ　
国
保
ね
ん
き
ん
課　
☎
33
４
４
９
０

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

令
和
元
年
７
月
31
日
時
点
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
で
、
支
給
の
見
込
み
が

あ
る
対
象
者
に
対
し
て
令
和
２
年
１
月
中
旬
以

降
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

計
算
期
間　

平
成
30
年
８
月
１
日
〜
令
和
元
年
７

月
31
日
の
１
年
間

申
請
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
、
印
鑑
、
支
給
対
象
者
名
義
の
通
帳
、
自
己

負
担
額
証
明
書
（
必
要
に
応
じ
て
）

申
請
書
提
出
先　

国
保
ね
ん
き
ん
課
ま
た
は
各
支

所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

請
求
の
時
効　

計
算
期
間
の
末
日
（
７
月
31
日
）

の
翌
日
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
と
支
給
要
件
、
自
己
負
担
限
度
額

　
（
基
準
日
：
令
和
元
年
７
月
31
日
）

支
給
対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
本
人

支
給
要
件
　
計
算
期
間
内
に
世
帯
内
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
全
員
が
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額

か
ら
、
自
己
負
担
限
度
額
を
差
し
引
い
た
額
が

５
０
０
円
を
超
え
た
場
合

※
計
算
期
間
内
に
保
険
が
変
わ
っ
た
り
、
市
町
村
を

越
え
る
住
所
変
更
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
自
己
負
担

額
が
わ
か
ら
な
い
た
め
支
給
の
見
込
み
が
あ
っ
て

も
申
請
書
の
送
付
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
が
届
い
て
い
な
く
て
も
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
は
申
請
く
だ
さ
い
。

　

以
前
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
者
ま
た
は
介
護

保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
自
己
負
担
額
証
明
」
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
担
当
窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　　　　自己負担限度額　　　平成30年8月～令和元年7月まで
負担割合 所得区分 自己負担限度額

3割
（※ 1）

現
役
並
み
所
得
者

現役Ⅲ
住民税課税所得が 690 万円以上 212 万円

現役Ⅱ
住民税課税所得が 380 万円以上 141 万円

現役Ⅰ
住民税課税所得が 145 万円以上 67万円

1割
一　般（※ 2） 56万円
区分Ⅱ（※ 3） 31万円
区分Ⅰ（※ 4） 19万円

※ 1　同一世帯の後期高齢者医療被保険者に住民税の課税所得が 145 万円以上の人
がいる場合

※ 2　現役並み所得者、区分Ⅱ、区分Ⅰ以外の人
※ 3　被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の人（区分Ⅰ以外の人）
※ 4　被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が０円と

なる人（年金の所得は控除額を 80万円として計算）



Yatsushiro 2019.12 1 2

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
介
護
の
必
要
な
度
合
い
を
判
定

す
る
「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
ま
で
の
流

れ
を
案
内
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

̍� ਃ੥

̎� ๚໰ௐࠪɾओ࣏ҩҙݟॻ

̏� ৹ࠪ൑ఆ

̐� ݁Ռ

̑� αʔϏεͷར༻

ਃ੥場ॴ　長寿支援課または各支所健康福祉地域事務所
ඞཁなもの　介護保険被保険者証（ない場合は医療保険の被保険者証または委任

状）、本人の認印、マイナンバーカード・通知カードまたはこれらの
写し。窓口で申請する人の本人確認書類（運転免許証、身障者手帳な
ど顔写真が貼付されたものであれば１点、顔写真なしであれば医療保
険の被保険者証、介護保険被保険者証など合わせて２種類が必要）。
特定疾病に該当する 40歳～ 64歳の人が申請する場合は、医療保険
の被保険者証が必要です。

ਃ੥できる人　本人や家族。地域包括支援センター、居宅介護支援事業者、介護保険
施設などに無料で申請を代行してもらうこともできます。

ਃ੥࣌ظ　介護サービスの利用を希望するときまたは入院中に主治医が意見書を作
成できる頃。なお、要介護認定は申請日にさかのぼり適用されます。

※入院中の場合は、入院直後や点滴・酸素吸入などの急性期の治療が行われている
間は、訪問調査や主治医意見書の作成ができないので、状態が安定し、退院のめ
どが立ってから申請ください。

ʪ๚໰ௐࠪʫ
　訪問調査員が自宅や入所先を訪問し、実際に体の動きを確認したり、
日頃の心身の状態や日常生活動作の様子などを聞き取りする調査を行います。

ʪओ࣏ҩҙݟॻʫ
　申請書に記入してあるかかりつけの医師に、長寿支援課が本人の心身の状態や介護が
必要となる原因となった病気などについて意見を求めます。

　訪問調査結果と主治医意見書をもとに、コンピュータによる一次判定を行います。そ
の後、医療・保健・福祉の専門家で構成される介護認定審査会が、一次判定結果や主治
医意見書、訪問調査の特記事項などを基に、介護の必要な度合いを審査・判定します。

　介護認定審査会の判定に従い「要介護認定・要支援認定等結果通知書」と、要介護状
態区分や認定の有効期間などが記載された「介護保険被保険者証」、新規申請の場合は
利用者負担の割合が記載された「介護保険負担割合証」が申請から30日ほどで届きます。
ただし、訪問調査日や主治医意見書が届いた日により、遅れることがあります。

　居宅介護支援事業者や地域包括支援センターに依頼し、ケアプラン
を作成してもらい、サービス提供事業者と契約してサービスを利用し
ます。施設サービスの利用を考えている場合は、担当のケアマネー
ジャーや地域包括支援センターまたは直接、施設へ相談ください。

　認定には有効期間があるので、継続して介護
サービスを利用する場合は、有効期間が切れる前
（60日前から）に、初回（１．申請）と同様の更
新手続きが必要です。

ਃ੥৔ॴɾ໰߹ͤઌ
௕णࢧ援՝　　　　　　ὸ �������
຿ॴ　ὸࣄ஍Ҭࢱ෱߁ຊ݈ࡔ ���221�
ઍஸ݈߁෱ࢱ஍Ҭࣄ຿ॴ᷄　ὸ ���1101
຿ॴ　ὸࣄ஍Ҭࢱ෱߁݈ڸ �2�����
౦ཅ݈߁෱ࢱ஍Ҭࣄ຿ॴ　ὸ ���211�
ઘ݈߁෱ࢱ஍Ҭࣄ຿ॴ　ὸ ���21��

̒� ৽ਃ੥ߋ
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納
め
、
残
り
の
税
額
は
、
10
月
、
12
月
、
翌
年
２
月

に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

税
額
の
大
幅
な
変
更
、
年
金
の
支
給
停
止
な
ど
が

あ
る
場
合
は
、
年
金
特
別
徴
収
が
中
止
に
な
り
、
普

通
徴
収
に
切
り
替
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

税
額
の
変
更
　

　

個
人
市
民
税
・
県
民
税
は
、
修
正
申
告
、
給
与
支

払
報
告
書
な
ど
の
差
し
替
え
、
ま
た
は
控
除
内
容
の

変
更
に
よ
り
、
税
額
が
年
の
途
中
で
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
税
額
決
定
変
更
通
知
書
が
郵
送
ま

た
は
事
業
所
を
通
じ
て
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

税
額
の
増
減
は
、
残
っ
た
納
期
で
調
整
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
納
期
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
、

増
額
で
あ
れ
ば
一
括
払
い
に
、
減
額
で
あ
れ
ば
還
付

と
な
り
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
期
間
が

延
長
さ
れ
ま
し
た

　

消
費
税
10
％
が
適
用
さ
れ
た
住
宅
を
取
得
し
、
令

和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
居
住
し
た
場
合
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
の
期
間
が
10
年
間
か
ら
13

年
間
に
３
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

T
A
X
T
A
X
T
A
X
T
A
X

　

個
人
市
民
税
・
県
民
税
と
は
、
１
月
１
日
に
居
住

の
市
町
村
に
納
め
る
税
で
、「
住
民
税
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
２
月
か
ら
個
人
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
申
告
相
談
会
の
日
程
会
場
は
、
広
報
や
つ
し
ろ
２

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

課
税
方
法

　

前
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
所
得
に

対
し
て
翌
年
度
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

退
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
収
入
が
な
く
て
も
昨

年
の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
個
人
市
民
税
・
県
民

税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
市
民
税
・
県
民
税
は
、
一
定
の
金
額
を
負
担

す
る
「
均
等
割
」
と
、所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所

得
割
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
と
い
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
基

本
的
に
全
国
ど
こ
で
も
同
じ
で
す
。

●
均
等
割　

　

５
５
０
０
円
（
市
３
０
０
０
円
、
県
２
５
０
０
円
）

●
所
得
割　

　

課
税
さ
れ
る
所
得
の
10
％
（
市
６
％
、
県
４
％
）

が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
下
回
る
人

※
１
合
計
所
得
金
額
と
は
、
住
民
税
の
所
得
割
の
対

象
と
な
る
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
の
こ
と
で

す
。

※
２
扶
養
親
族
等
に
は
、
同
一
生
計
配
偶
者
、
16
歳

未
満
の
扶
養
親
族
を
含
み
ま
す
。

※
３
総
所
得
金
額
等
と
は
、
合
計
所
得
金
額
か
ら
、

繰
り
越
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
損
失
額
を

差
し
引
い
た
金
額
の
こ
と
で
す
。

納
税
方
法
　

　

次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

　

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
、６
月
、８
月
、10
月
、

12
月
の
年
４
回
に
分
け
て
個
人
で
納
め
ま
す
。　

●
給
与
特
別
徴
収

　

特
別
徴
収
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
に
勤
め

て
い
る
人
は
、
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
12
回
に

分
け
て
、
事
業
所
が
各
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、

市
に
納
め
ま
す
。

　

退
職
や
休
職
な
ど
を
し
た
場
合
は
、
事
業
所
か
ら

の
届
け
出
に
基
づ
き
、
普
通
徴
収
に
切
り
替
え
ま
す
。

●
年
金
特
別
徴
収

　

４
月
１
日
時
点
で
の
年
齢
が
65
歳
以
上
で
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
公
的
年
金
受
給
者
の
公
的
年
金
所

得
に
か
か
る
個
人
市
民
税
・
県
民
税
は
、
年
６
回
に

分
け
て
年
金
か
ら
天
引

き
し
、
日
本
年
金
機
構

な
ど
の
年
金
保
険
者
が

市
に
納
め
ま
す
。

　

年
金
特
別
徴
収
が
新

た
に
始
ま
る
人
は
、
年

税
額
の
半
分
を
普
通
徴

収
（
６
月
、
８
月
）
で

課
税
さ
れ
な
い
人

●
均
等
割
も
所
得
割
も
課
税
さ
れ
な
い
人

　

①
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

　

②
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
人

　

③
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
（
夫
）
で
前
年

中
の
合
計
所
得
金
額
（
※
１
）
が
１
２
５
万
円

以
下
の
人

　

④
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
（
※
１
）
が
次
の
金

額
以
下
の
人

28
万
円
×（
１
＋
扶
養
親
族
等（
※
２
）の
人
数
）

＋
16
万
８
０
０
０
円
（
扶
養
親
族
等
を
有
す
る

場
合
は
加
算
）

●
所
得
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人

　

①
前
年
の
総
所
得
金
額
等
（
※
３
）
が
次
の
金
額

以
下
の
人

　
　

35
万
円
×（
１
＋
扶
養
親
族
等（
※
２
）の
人
数
）

＋
32
万
円
（
扶
養
親
族
等
を
有
す
る
場
合
は
加

算
）

　

②
前
年
の
総
所
得
金
額
等
（
※
３
）
の
合
計
金
額

問
合
せ　
市
民
税
課　
☎
33
４
１
０
７

T
A
X

個
人
市
民
税・県
民
税（
住
民
税
）

の
仕
組
み

知
っ
て
お
き
た
い
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お
知
ら
せ

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
早
め
に
　

申
請
受
付
　
平
日
　
ޕ
前
̕
࣌
Ỗ
ޕ
後
４
࣌
30
分

申
請
窓
口
　
ࢢ
民
課
、
各
支
所

受
領
受
付
　
平
日
　
ޕ
前
̕
࣌
Ỗ
ޕ
後
５
࣌

（
木
༵
日
の
み
ޕ
後
６
࣌
45
分
ま
で
）

受
領
窓
口
　
ࢢ
民
課
の
み

※
ύ
ε
ϙ
ー
ト
の
受
け
取
り
は
、
申
請
者
本
人
に
ݶ

り
ま
す
。

申
請
か
ら
受
領
ま
で
の
期
間
　

̕
日
間
（
ࢢ
民
課
で
申
請
の
৔
合
）

11
日
間
（
各
支
所
で
申
請
の
৔
合
）

※
౔
日
・
ॕ
日
、
年
末
年
࢝
を
除
く
。

　
ख
ଓ
き
の
方
๏
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
ৄ

細
は
、
ࢢ
民
課
ま
で
໰
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
ࢢ
民
課
☎
33
４
１
１
０

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！

総
ぐ
る
み
B
D
F
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
天
ぷ
ら
油
を
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
〜

と

　き
　
12
月
2
日
 
Ỗ
令
和
2
年
1
月
31
日
㈮

（
౔
日
ॕ
日
除
く
）

ޕ
前
�
࣌
Ỗ
ޕ
後
4
࣌
30
分

と
こ
ろ
　
Τ
コ
Τ
イ
ト
や
つ
し
Ζ

回
収
可
能
な
油
　
天
΀
ら
༉
な
ど
の
২
物
༉

※
Ո
ఉ
で
出
た
物
に
ݶ
る
。

※
ಈ
物
༉
や
߭
物
༉
は
ճ
ऩ
不
Մ
。

※
天
か
す
な
ど
の
͝
み
を
除
き
、
ϖ
ッ
ト
Ϙ
ト
ϧ
や

ϓ
ϥ
༰
ث
な
ど
に
ྫྷ
や
し
て
入
れ
て
、
外
に
࿙
れ

な
い
Α
う
に
し
て
࣋
ࢀ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
॥
؀
社
会
ਪ
進
課

☎
34
１
̕
̕
７

〝
く
ま
モ
ン
〞が
表
紙
の「
２
０
２
０

年
版
市
民
手
帳
」を
販
売

販
売
期
間
　
12
月
２
日
 
Ỗ
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

販
売
場
所
　
૯
合
Ҋ
内
所
、
各
支
所
地
域
振
ڵ
課
、　

จ
書
౷
ܭ
課

（
各
出
ு
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
ൢ

ച
は
行
い
ま
せ
ん
）

サ
イ
ズ
　
長
方
ܗ
（
̕
・
４
ᶲ
º

17
ᶲ
）

価

　格
　
１
࡭
５
５
０
円

問
合
せ
　
จ
書
౷
ܭ
課
☎
33
４
１
７
４

　
　
　
　
各
支
所
地
域
振
ڵ
課

な
が
ら
運
転
の
罰
則
強
化

　
12
月
１
日
 
か
ら
、
ܞ
ଳ
電
話
な
ど
を
ૢ
࡞
・
஫

ࢹ
し
な
が
ら
自
ಈ
ं
な
ど
の
ӡ
స
を
す
る
ủ
な
が
ら

ӡ
స
Ứ
の
േ
則
が
ڧ
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
が
ら
ӡ
స
は
、
ॏ
େ
な
事
ނ
に
つ
な
が
る
େ
ม

ة
険
な
行
ҝ
で
す
。
ܾ
し
て
行
わ
ͣ
、
҆
全
な
ӡ
స

を
৺
が
け
ま
し
Ỷ
う
。

問
合
せ
　
ࢢ
民
׆
ಈ
政
策
課
☎
33
４
４
̔
２

　
　
　
　
八
代
ܯ
࡯
ॺ
☎
33
０
１
１
０
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
ࢠ
ど
も
た
ち
の
҆
全
を
क
る
た
め
に
、
ࠨ
記
の
఺

に
ཹ
ҙ
し
て
ν
Ỿ
イ
ϧ
ド
γ
ー
ト
の
ར
用
を
お
ئ
い

し
ま
す
。

ᶃ
ν
Ỿ
イ
ϧ
ド
γ
ー
ト
の
取
ѻ
આ
明
書
に
Α
り
、
ਖ਼

し
い
ར
用
方
๏
を
क
る
。
ぐ
ら
つ
い
た
り
、
ݞ
ϕ

ϧ
ト
が
؇
い
と
ޮ
Ռ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ᶄ
助
ख
੮
が
ަ
௨
事
ނ
࣌
に
࠷
も
死
ই
す
る
Ϧ
ε
ク

が
高
い
た
め
、
後
部
座
੮
に
設
置
す
る
。

ᶅ
6
歳
未
満
、
਎
長
が
１
４
０
ᶲ
未
満
の
৔
合
は
、

ν
Ỿ
イ
ϧ
ド
γ
ー
ト
を
ར
用
す
る
。

ᶆ
6
歳
以
上
・
਎
長
が
１
４
０
ᶲ
以
上
の
৔
合
は
、

自
ಈ
ं
の
γ
ー
ト
ϕ
ϧ
ト
を
ண
用
。
ま
た
は
ジ
ュ

ニ
Ξ
γ
ー
ト
の
ར
用
が
๬
ま
し
い
。

ᶇ
ࢠ
ど
も
が
ݏ
が
っ
て
も
、
必
ͣ
ν
Ỿ
イ
ϧ
ド
γ
ー

ト
を
ར
用
す
る
。

問
合
せ
　
ࢢ
民
׆
ಈ
政
策
課
☎
33
４
４
̔
２

八
代
ܯ
࡯
ॺ
☎
33
０
１
１
０

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

期

　間
　
12
月
21
日
​
Ỗ
令
和
２
年
１
月
３
日
㈮

運
動
重
点

１
ҿ
ञ
ӡ
స
の
ࠜ
ઈ

２
高
齢
者
の
ަ
௨
事
ނ
๷
ࢭ

３
γ
ー
ト
ϕ
ϧ
ト
と
ν
Ỿ
イ
ϧ
ド
γ
ー
ト
の
全
੮

ண
用
の
ప
ఈ

４
自
స
ं
の
҆
全
ར
用
の
ਪ
進

　
ަ
௨
事
ނ
を
ى
こ
さ
な
い
た
め
に
も
ৗ
に
प
ғ
に

ؾ
を
配
り
、
ަ
௨
҆
全
に
౒
め
ま
し
Ỷ
う
。

問
合
せ
　
ࢢ
民
׆
ಈ
政
策
課
☎
33
４
４
̔
２

　
　
　
　
八
代
ܯ
࡯
ॺ
☎
33
０
１
１
０

必
ず
確
認
、
最
低
賃
金

　
ݝ
の
࠷
低
௞
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
࢖
用

者
も
࿑
ಇ
者
も
必
ͣ
確
ೝ
く
だ
さ
い
。

時
間
額
　
７
̕
０
円
（
10
月
1
日
Ỗ
）

　
こ
の
࠷
低
௞
金
は
、
ݝ
内
す
΂
て
の
事
業
所
、
࿑

ಇ
者
に
ద
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

۽
本
࿑
ಇ
局
☎
０
̕
６（
３
５
５
）３
２
０
２

ま
た
は
࿑
ಇ
ج
४
؂
ಜ
ॺ

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
が
変
わ
り
ま
す

　
ফ
費
税
཰
引
き
上
͛
に
൐
う
タ
ク
γ
ー
ӡ
௞
改
定

に
Α
り
、
令
和
２
年
１
月
１
日
‌
か
ら
八
代
ࢢ
৐
合

タ
ク
γ
ー
の
ӡ
௞
が
ม
ߋ
に
な
り
ま
す
。

↓

八
代
市
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
均
一
運
賃

　（
改
定
前
）
１
５
０
円
→
（
改
定
後
）
１
６
０
円

問
合
せ
　
企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

確
定
申
告
用
納
付
額
明
細
書

発
送
の
登
録
申
請

　
平
成
31
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
国
民
健

康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
は
、
平
成
31
年(

令
和
元
年)

分
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
と
き
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

申
込
み
　
12
月
27
日
㈮
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
以
前
に
登
録
申
請
を
し
た
人
は
申
し
込
み
不
要
。

平
成
31
年
分
の
明
細
書
は
、
令
和
２
年
1
月
末
頃

発
送
予
定
で
す
。

問
合
せ
　
国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
１
３

　
　
　
　
長
寿
支
援
課
☎
32
１
１
７
５

ひ
と
り
金
婚
者
を
表
彰
し
ま
す
　

対
　
象

昭
和
44
年
12
月
31
日
以
前
に
結
婚
ま
た
は
入
籍
し

た
人
の
う
ち
、
配
偶
者
と
死
別
し
、
そ
の
後
再
婚

し
て
い
な
い
人

（
以
前
金
婚
夫
婦
表
彰
、
ひ
と
り
金
婚
表
彰
を
受

け
た
人
は
除
く
）

申
込
み
　
長
寿
支
援
課
、
各
支
所
内
健
康
福
祉
地
域

事
務
所
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
12
月
27
日
㈮

問
合
せ
　
長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

八
代
市
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
化

支
援
事
業

　

八
代
市
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
民
間
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
戸
建
て

木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
耐
震
改
修
設
計
・
工
事
一
括
補
助
　

対
象
改
修
工
事
費
の
４
／
５
ま
た
は
１
０
０
万
円

の
う
ち
低
い
方
の
額

・
耐
震
建
替
工
事
　

対
象
費
用
の
４
／
５
ま
た
は
１
０
０
万
円
の
う
ち

低
い
方
の
額

・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

対
象
費
用
の
１
／
２
ま
た
は
20
万
円
の
う
ち
低
い

方
の
額

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
耐
震
診
断
事
業

　
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
の
建
物
で
、
道
路
を
塞
ぐ
お

そ
れ
の
あ
る
建
物
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
12
月
13
日
㈮
ま
で

問
合
せ
　
建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

あ
な
た
は
国
民
年
金
の
第
○
号

で
す
か
？

　

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

原
則
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
次
の
３
つ
の
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者

対
象
者

・
農
林
、
漁
業
、
商
業
な
ど
の
自
営
業
者

・
学
生

・
日
本
在
住
の
外
国
人

・
第
2
号
、
第
3
号
被
保
険
者
以
外
の
人

保
険
料
の
納
め
方

　
・ 

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
で
、

全
国
の
金
融
機
関
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
う
。

　
・
口
座
振
替
で
支
払
う
。

　
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
う
。

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
支
払
う
。

第
2
号
被
保
険
者

対
象
者
　
会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
務
し
、
厚
生
年
金
保

険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
。
加
入
者
は
、
国

民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
2
つ
の
年

金
制
度
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
保
険
料
と
し
て
、
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

対
象
者

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

※
第
2
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
も
、
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、第
3
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
方

　
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
保
険
料
は
、配
偶
者
が
加
入
す
る
年
金
制
度
が
負
担
）

※
配
偶
者
の
給
与
か
ら
、
2
人
分
保
険
料
が
引
か
れ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

　
　
　
八
代
年
金
事
務
所
☎
35
６
１
４
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　11 ݄ 1� 日、શ国ঁੑফ๷ૢ๏େ会がԣ඿市で։
代දとしͯ八代市ফ๷ஂ八代ํ໘ୂ本෦෼ݝ、Ε͞࠵
ஂがࢀՃし、ࣄݟશ国༏উを੒し਱͛ましͨ。ּాՂ
༿ʹબखɾスλッݴ௕のもと「̡̡̖八代」を合ୂࢠ
フɾؔऀ܎がͻとつʹなりढ़හかつਖ਼֬なૢ๏ٕज़を
൸࿐しましͨ。

第 24回全国女性消防操法大会 優勝
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業種別の主な償却資産（例）
業　種 主な償却資産

各業種共通のもの パソコン、エアコン、応接セット、テレビ、外構、駐車場設備、舗装路面、太陽光発電設備など
小売業 陳列棚、陳列ケース、冷凍・冷蔵ストッカー、冷凍庫、冷蔵庫、自動販売機など
飲食業 テーブル、イス、厨房設備、冷凍庫、冷蔵庫、製氷器、カラオケ機器、ネオンサインなど

理容・美容業 理容・美容器具、パーマ器、イス、消毒殺菌機、タオル蒸器、サインポールなど
医（歯）業 各種医療機器（手術機器、Ｘ線装置、歯科診療ユニットなど）、各種検査機器、ベッドなど
製造業 金属・木製品、食料品などの製造加工機械・設備、測定・検査器具、金型、プレス機など
建設業 ブルドーザー、パワーショベル、大型特殊自動車、コンクリートカッターなど

不動産貸付業 駐車場設備、舗装路面、門、塀、フェンス、緑化設備などの外構、屋外の給排水・ガス設備など
農　業 ビニールハウス、畦畔、暗渠工事、織機・選別機・籾摺機・乾燥機・動噴などの農業機械・器具など
漁　業 漁船、魚網、船外機、巻上機、いけす、のり乾燥機など

提
出
期
間
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
先
　
ࢿ
࢈
税
課
、
各
支
所
地
域
振
ڵ
課
（
ڸ
支

所
は
ࢢ
民
؀
ڥ
課
）

問
合
せ
　
ࢿ
࢈
税
課
☎
33
４
１
０
̔

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
探
知
機

購
入
費
等
補
助
金

　

　
ೝ
஌
঱
に
Α
る
ኼ
኶
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
高
齢

者
の
ډ
৔
所
を
༰
қ
に
ݕ
ࡧ
す
る
こ
と
が
で
き
る
ኼ

኶
୳
஌
機
の
ར
用
に
܎
る
ॳ
期
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ͣ
れ
に
も
֘
౰
す
る
人

ᶃ
65
歳
以
上
の
ೝ
஌
঱
に
Α
る
ኼ
኶
の
ڪ
れ
の
あ
る

在
宅
高
齢
者
を
介
護
す
る
ಉ
ډ
Ո
଒
ま
た
は
਌
଒
。

ᶄ
高
齢
者
、
ಉ
ډ
Ո
଒
ま
た
は
਌
଒
と
も
に
本
ࢢ
の

住
民
ج
本
୆
ா
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ᶅ
ࢢ
税
の
଺
納
が
な
い
。

対
象
経
費

　
̜
̥
̨
機
ೳ
を
༗
す
る
ኼ
኶
୳
஌
機
の
ར
用
に
܎

る
ॳ
期
費
用
（
機
ث
の
ߪ
入
代
金
、
加
入
ख
਺
料
ま

た
は
登
録
ख
਺
料
）

　
※
４
月
１
日
以
後
の
ܖ
໿
分

補
助
金
額

対
象
ܦ
費
に
૬
౰
す
る
額
（
上
ݶ
１
万
円
）

　
※
高
齢
者
１
人
に
つ
き
１
ճ
ݶ
り

※
補
助
を
ر
๬
す
る
人
は
、
ܖ
໿
前
に
૬
ஊ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
長
寿
支
援
課
☎
33
４
１
４
５

食
の
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
委
託
事
業
説
明
会

　

　
৯
事
の
४
උ
や
ௐ
ཧ
が
ࠔ
೉
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
な
ど
を
対
象
に
、
৯
事
の
提
ڙ
と
҆
൱
確
ೝ
を
行

うủ
৯
の
自
ཱ
支
援
事
業
に
お
け
る
配
৯
α
ー
ビ
ε
Ứ

ҕ
ୗ
事
業
આ
明
会
を
։
࠵
し
ま
す
。

と
　
き
　
令
和
２
年
１
月
７
日
 
　 

ޕ
後
２
࣌
Ỗ

と
こ
ろ
　
本
ி
Ծ
設
ி
ࣷ
੢
౩
２
֊
23
号
会
ٞ
ࣨ

対
　
象
　
๏
人
֨
を
༗
す
る
事
業
者

申
込
締
切
　
12
月
20
日
㈮
ま
で

問
合
せ
　
長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）

費
に
助
成
金
が
出
ま
す

　

対
象
者
　
次
に
ܝ
͛
る
要
݅
を
全
て
満
た
す
人

ᶃ
医
療
機
関
に
お
い
て
不
೛
঱
と
診
断
さ
れ
た
夫
婦

（
事
࣮
婚
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と
。

ᶄ
࣏
療
期
間
の
ॳ
日
に
お
け
る
࠺
の
年
齢
が
41
歳
未

満
で
あ
る
こ
と
。

ᶅ
助
成
金
の
申
請
日
ݱ
在
に
お
い
て
、
夫
婦
の
い
ͣ

れ
か
一
方
が
１
年
以
上
前
か
ら
引
き
ଓ
き
、
本
ࢢ

に
お
い
て
住
民
ج
本
୆
ா
（
外
国
人
ؚ
む
）
に
記

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ᶆ
夫
婦
の
い
ͣ
れ
も
八
代
ࢢ
税
の
଺
納
が
な
い
こ
と
。

対
象
と
な
る
治
療
な
ど

↓

防災フェスタ2019 開催
ͱɹ͖ɹ1� ݄ 1� 日​
前ޕ 　　　　 � ޙޕ～࣌ � ࣌
ͱ͜ろɹ八代市ެຽؗ、いぐ͞のཬެԂ
಺ɹ༰ɹ๷ߨࡂԋ会「地਒と建物の҆શ

を͑ߟΔ」や๷ࣨڭࡂ「地਒ʹ
උ͑ΔՈ۩ݻఆ࣮ԋࣨڭ」のほ
か、͸し͝ंや੺όイ、パトカー
の৐ंମݧ、ւ্อ҆ॺの੍෰
試ணମݧなͲ

防災コーナー

໰߹ͤ   ؅ػةཧ՝　ὸ ����11�

【貸会場】(特別展示室 )

12/13 ㈮～ 12/15 ㈰ 八代子ども美術展（八代教育研究会図画工作・美術部会）
※入場無料

【特別展示】(特別展示室、第 2常設展示室 )
開催中～ 12/1 ㈰ 【秋季特別展覧会】「もののふと茶の湯 － 利休から織部・忠興・康之へ －」
12/3 ㈫～ 3/1 ㈰ 【松井文庫】松井文庫Ⅳ　屏風絵の世界

【常設展示】八代の歴史と文化　(第１常設展示室 )
開催中～ 12/22 ㈰ 【八代焼】飲食の器
12/24 ㈫～ 3/29 ㈰ 【八代焼】茶の器
開催中～ 12/22 ㈰ 【写真】写真家麦島勝の世界Ⅲ　みんな健気に生きてきた
12/24 ㈫～ 3/22 ㈰ 【写真】写真家麦島勝の世界Ⅳ　集団就職
開催中～ 12/22 ㈰ 【古文書】古文書を読むⅣ　死を伝えることば
12/24 ㈫～ 3/29 ㈰ 【古文書】古文書を読むⅤ　起請文の世界
開催中～ 4/8 ㈬ 【信仰】信仰のかたちⅢ　極楽浄土への誘い
開催中～ 12/8 ㈰ 【金工】細川三斎と八代の金工Ⅰ
12/10 ㈫～ 3/22 ㈰ 【金工】細川三斎と八代の金工Ⅱ
開催中～ 3/22 ㈰ 【考古】八代の古代遺跡Ⅱ　古墳時代
開催中～ 1/5 ㈰ 【和紙】手紙をしたためる紙
開催中～ 3/29 ㈰ 【民俗】むかしの道具
通年 【民俗】米作りの道具　～お米はどうやってできるの？～
通年 【八代城】瓦からわかる麦島城・八代城

博物館展示案内【12月】

【開館時間・観覧料・休館日のお知らせ】
開館時間 午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）

観 覧 料 12/1( 日 ) まで
《特別展料金》一般 600円（480円）、高大生 400円（320円）
12/3( 火 ) から　
《常設展料金》一般 310円（240円）、高大生 200円（160円）
　※いずれも中学生以下・障がい者手帳を提示の人は無料
　※（　）内は 20人以上の団体料金

休 館 日 12/2( 月 )、9( 月 )、16( 月 )、23( 月 )
年末年始の休館＝ 12/29（日）～令和 2年 1/3（金）

※車椅子を使用する人や足が不自由な人は、受付へ案内
　しますので駐車場側出入口の警備員室へ声掛けください。
問 合 せ   市ཱത物ؗ　ὸ �������
ത物ؗϗーϜϖージ
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10
月
１
日
以
߱
に
医
療
機
関
に
お
い
て
受
け
た
保

険
外
診
療
で
あ
る
人
工
त
ਫ਼

助
成
内
容

　
夫
婦
１
組
に
つ
き
５
万
円
（
た
だ
し
、
จ
書
料
、

ݸ
ࣨ
料
な
ど
一
ൠ
不
೛
࣏
療
に
௚
઀
関
܎
の
な
い
費

用
は
除
く
）

助
成
申
請
に
必
要
な
書
類

ᶃ
八
代
ࢢ
一
ൠ
不
೛
࣏
療
（
人
工
त
ਫ਼
）
費
助
成
金

給
付
申
請
書

ᶄ
八
代
ࢢ
一
ൠ
不
೛
࣏
療
（
人
工
त
ਫ਼
）
費
助
成
金

給
付
受
診
౳
ূ
明
書

ᶅ
人
工
त
ਫ਼
࣏
療
に
܎
る
ྖ
ऩ
書
の
ࣸ
し

助
成
申
請
書
の
提
出
締
切
　
令
和
2
年
3
月
31
日
 

※
た
だ
し
３
月
த
に
一
ൠ
不
೛
࣏
療
を
受
け
た
৔
合

は
、
４
月
30
日
 
ま
で
受
け
付
け
。

※
申
請
書
、
受
診
౳
ূ
明
書
は
八
代
ࢢ
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
ࢢ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
で
配
෍
த
で
す
。

問
合
せ�

八
代
ࢢ
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
７
２
０
０ 

ネ
ズ
ミ
の
駆
除
剤
配
布
に
つ
い
て

　

配
布
場
所   

؀
ڥ
課
、
各
支
所
地
域
振
ڵ
課
、
ࢢ
民

؀
ڥ
課
（
ڸ
支
所
内
）
ま
た
は
࠷
د
り
の
各
出
ு

所
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
ઍ
ஸ
除
く
）

配
布
期
間
　
令
和
2
年
3
月
31
日
 
ま
で

配
布
数
　
各
Ո
ఉ
3
ା
ま
で
（
1
ା
50
̶
入
り
）

持
参
物
　
ҹ
ؑ

問
合
せ
　
؀
ڥ
課
☎
33
４
１
１
４

各
支
所
地
域
振
ڵ
課
、
ࢢ
民
؀
ڥ
課

土
づ
く
り
に
生
か
そ
う
土
壌
分
析

　

　
農
事
ݚ
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ద
ਖ਼
な
ං
ഓ
؅
ཧ
の

た
め
の
౔
৕
分
ੳ
診
断
（
10
項
໨
）
を
࣮
ࢪ
し
て
い

ま
す
。

対
　
象
　
ࢢ
内
ډ
住
の
農
業
ܦ
営
者

費
　
用
　
ແ
料
（
３
ݕ
ମ
ま
で
）

※
４
ݕ
ମ
か
ら
は
1
ݕ
ମ
に
つ
き
２
０
３
０
円

問
合
せ
　
農
事
ݚ
修
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
̔
１
５
　
　

令
和
２
年
度
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
と
実
地
調
査
へ
の
協
力
の
お
願
い
　

　
ঈ
٫
ࢿ
࢈
と
は
、農
業ŋ

漁
業
な
ど
の
自
営
業
者
、

工
৔
や
商
ళ
、
Ξ
ύ
ー
ト
ܦ
営
な
ど
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
༗
し
て
い
る

構
築
物
、
ث
۩
、
උ
඼
（
౔
地
・
Ո
԰
を
除
く
）
な

ど
の
こ
と
で
す
。

　
ঈ
٫
ࢿ
࢈
を
所
༗
し
て
い
る
人
は
、
ຖ
年
１
月
１

日
ݱ
在
の
所
༗
ঢ়
گ
を
そ
の
年
の
１
月
31
日
ま
で
に

ঈ
٫
ࢿ
࢈
が
所
在
す
る
ࢢ
ொ
ଜ
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ঈ
٫
ࢿ
࢈
の
૿
ݮ
が
な
い
৔
合
で
も

必
ͣ
申
告
を
お
ئ
い
し
ま
す
。

申
告
方
法
　
以
前
か
ら
申
告
し
て
い
る
人
に
は
、
12

月
Լ
०
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ಉ
෧
さ

れ
た
申
告
の
ख
引
き
を
ࢀ
ߟ
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
৽
ن
に
事
業
を
࢝
め
た
人
や
申
告
書
が
ಧ
か

な
い
人
は
໰
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
前
年
に
ഇ
業

し
た
人
、
事
業
を
行
っ
て
い
て
も
ঈ
٫
ࢿ
࢈
を
所

༗
し
な
い
人
は
、
そ
の
ࢫ
を
申
告
書
の
උ
ߟ
ཝ
に

記
入
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
地
方
税
ϙ
ー
タ
ϧ
γ
ε
テ
Ϝ
（
̴
̡
̩

̖
̭
）
を
ར
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
Α
る
電

ࢠ
申
告
が
で
き
ま
す
。
申
告
の
方
๏
な
ど
、
̴
̡

̩
̖
̭
の
ৄ
細
に
つ
い
て
は
、
̴
̡
̩
̖
̭
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
ジ
を
確
ೝ
く
だ
さ
い
。（IUUQ���X

X
X

�
FMUBY�MUB�HP�KQ�

）

実
地
調
査
　
平
成
27
年
度
か
ら
ॱ
次
、࣮
地
ௐ
（ࠪ
ݻ

定
ࢿ
࢈
୆
ா
と
申
告
内
༰
と
の
র
合
ௐ
ࠪ
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。ௐ
ࠪ
の
対
象
と
な
っ
た
৔
合
は
、

ڠ
ྗ
を
お
ئ
い
し
ま
す
。

業種別の主な償却資産（例）
業　種 主な償却資産

各業種共通のもの パソコン、エアコン、応接セット、テレビ、外構、駐車場設備、舗装路面、太陽光発電設備など
小売業 陳列棚、陳列ケース、冷凍・冷蔵ストッカー、冷凍庫、冷蔵庫、自動販売機など
飲食業 テーブル、イス、厨房設備、冷凍庫、冷蔵庫、製氷器、カラオケ機器、ネオンサインなど

理容・美容業 理容・美容器具、パーマ器、イス、消毒殺菌機、タオル蒸器、サインポールなど
医（歯）業 各種医療機器（手術機器、Ｘ線装置、歯科診療ユニットなど）、各種検査機器、ベッドなど
製造業 金属・木製品、食料品などの製造加工機械・設備、測定・検査器具、金型、プレス機など
建設業 ブルドーザー、パワーショベル、大型特殊自動車、コンクリートカッターなど

不動産貸付業 駐車場設備、舗装路面、門、塀、フェンス、緑化設備などの外構、屋外の給排水・ガス設備など
農　業 ビニールハウス、畦畔、暗渠工事、織機・選別機・籾摺機・乾燥機・動噴などの農業機械・器具など
漁　業 漁船、魚網、船外機、巻上機、いけす、のり乾燥機など

提
出
期
間
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
先
　
ࢿ
࢈
税
課
、
各
支
所
地
域
振
ڵ
課
（
ڸ
支

所
は
ࢢ
民
؀
ڥ
課
）

問
合
せ
　
ࢿ
࢈
税
課
☎
33
４
１
０
̔

70,200円～
　　　91,200円
70,200円～
　　　91,200円



Yatsushiro 2019.12Yatsushiro 2019.12 2021

森
林
を
開
発
す
る
場
合
は
、

許
可
が
必
要
で
す

　

　
৿
林
の
ແ
ட
ং
な
։
発
を
๷
ぐ
た
め
、
林
地
։
発

ڐ
Մ
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
の
৿
林
で
1

ϔ
ク
タ
ー
ϧ
を
௒
͑
る
։
発
を
行
う
৔
合
は
、
৿
林

の
࣋
つ
ᶃ
ࡂ
֐
を
๷
ぐ
ಇ
き
ᶄ
ਫ
֐
を
๷
ぐ
ಇ
き
ᶅ

ਫ
を
か
ん
養
す
る
ಇ
き
ᶆ
؀
ڥ
を
क
る
ಇ
き
が
ଛ
な

わ
れ
な
い
։
発
ܭ
画
を
た
て
、
事
前
に
ݝ
΁
ڐ
Մ
申

請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
ݝ
ೆ
޿
域
本
部
☎
33
３
６
０
４

保
安
林
を
伐
採
・
開
発
な
ど
す
る

場
合
は
、
許
可
や
届
出
が
必
要
で
す
　

　
৿
林
に
は
҆
全
で
շ
ద
な
฻
ら
し
を
क
る
ॏ
要
な

ಇ
き
が
あ
り
、
ಛ
に
そ
の
ಇ
き
の
発
ش
、
޲
上
が
必

要
な
৿
林
は
、ủ
保
҆
林
Ứ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
҆
林
内
で
、
ཱ
木
を
െ
࠾
し
た
り
౔
地
の
ܗ
࣭

を
ม
ߋ
す
る
行
ҝ
な
ど
を
行
う
৔
合
は
、
事
前
に
ݝ

΁
の
ڐ
Մ
申
請
ま
た
は
ಧ
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
ݝ
ೆ
޿
域
本
部
☎
33
３
６
０
４

新
庁
舎
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
　

　
6
月
に
چ
ி
ࣷ
の
ղ
ମ
工
事
が
׬
ྃ
し
、
10
月
か

ら
৽
ி
ࣷ
の
建
設
工
事
が
࢝
ま
り
ま
し
た
。
工
事
期

間
த
は
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
҆
全
に
े
分
配
ྀ
し

て
工
事
を
進
め
ま
す
。

工
事
期
間
　
令
和
元
年
10
月
Ỗ
令
和
3
年
10
月

工
事
業
者
　
前
ా
建
設
工
業
・
和
ٱ
ా
建
設
・
দ
ౡ

建
設
建
設
工
事
共
ಉ
企
業
ମ

問
合
せ
　
৽
ி
ࣷ
建
設
課
☎
45
５
５
２
３

八
代
校
区
住
民
自
治
協
議
会
が
宝
く
じ
助
成

事
業
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備
　

　
地
域
ͮ
く
り
の
健
全
な
発
ల
を
ਤ
る
こ
と
を
໨
త

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
Α
り
、
八
代
ߍ

۠
住
民
自
࣏
ڠ
ٞ
会
に
ま
ち
ͮ
く
り
事
業
用
උ
඼（
Ի

ڹ
機
ࡐ
、
ө
૾
機
ࡐ
な
ど
）
が
੔
උ
さ
れ
、
ߍ
۠
ܟ

࿝
会
を
は
͡
め
、
ߍ
۠
民
ମ
ҭ
ࡇ
や
;
れ
あ
い
ࡇ
り

な
ど
さ
ま
͟
ま
な
ߍ
۠
事
業
で
׆
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ๅ
く
͡
社
会
ߩ
ݙ
޿
ใ
事
業
費
を

ࡒ
ݯ
と
し
て
自
࣏
૯
合
セ

ン
タ
ー
が
助
成
し
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
׆
ಈ
を

Ԡ
援
す
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
　
企
画
政
策
課

☎
33
４
１
０
４

【科学研究物の部】
賞 作品名 学校名 学年 氏　名

特
選

夏のモンシロチョウ 宮地小 3 西
にしおか

岡 千
ち さ き

輝

液状化現象について 松高小 6 山
やました

下 千
ち え り

絵莉

最高の糸電話はこれだ !!
 その５ 最終章 宮原小 6 井

いのうえ

上 友
ゆ あ

愛

衝突型クレーター形成に
関する研究 第八中 1 岩

いわなが

永 彩
さ き

生

オジギソウの膨圧運動
に関する研究２ 八代中 3

2 迫
さこ

 心
ここな

花、岩
いわもと

本 歩
あ み か

美花、宮
みやざき

﨑 ゆつき、上
うえむら

村 光
ひかる

イグサの構造とはたらきの
解明 八代中 3 岡

おかべ

部 保
ほ の か

乃加、堀
ほりた

田 夏
なつき

希、石
いしやま

山 友
ともえ

萌、佐
さわたり

渡 麻
ま い

衣

シソの葉の色素について３八代中 3
1 正

まさき

木 理
り さ

紗、福
ふくはら

原 紗
さあや

絢、中
なかむら

村 美
み ゆ き

由姫、春
はるの

野 薫
かおるこ

子

準
特
選

そだて、アサガオ 宮地小 1 西
にしおか

岡 すみれ

八代とそのまわりにすむ
生き物 八千把小 3 後

ごとう

藤 初
はづき

季

お庭の葉っぱの徹底観察 代陽小 4 吉
よしの

野 湊
そうすけ

介

きれいな水の秘密をさぐれ 松高小 5 有
ありた

田 侑
ゆうと

翔、亀
かめだ

田 一
いっき

希

暑さをさえぎる工夫を
ためしてみよう 麦島小 5 松

まつもと

本 佳
けいこ

子

俺たちのくつ下 竜北
西部小 5 浜

はまだ

田 智
ちあき

聡、村
むらざき

﨑 蒼
そうま

真、尾
おざき

﨑 大
たいが

雅

卵の固まり方のなぞを
解明する 八代中 2 本

ほんだ

田 遥
はるか

【発明工夫の部】
賞 作品名 学校名 学年 氏　名

特
選

びっくりばんばん 金剛小 1 髙
たかうえ

植 奏
そうた

太

ゴミが落ちないちりとり 坂本中 2 福
ふくやま

山 寛
ひ ろ と

朋

溶けにくい石けん置き 千丁中 2 䑵
͏ ͞ Έ

佐美 愛
あ さ み

咲美

ゴミをさわらず 竜北中 1 船
ふ な え

江 陽
ひ よ り

和

祖母のための
「ソックスアシスタント」 竜北中 2 栗

くりはら

原 巧
たくみ

【教職員による自作理科教材・教具の部】
賞 作品名 学校名 氏　名
特
選
「プログラミング教育」に向
けた教材づくり 麦島小 宮

みやざき

﨑 尚
た か お

生

令和元年度 （第15回）八代地区科学発明展 入賞者一覧
　子どもたちの「科学する心を育む」ことを目的に、10月 5日・6日に
やつしろハーモニーホールで「八代地区科学発明展」を開催しました。今
年は、八代市と氷川町の児童生徒人の取り組んだ 4,984 点中から 183点
を展示。そのうち 29点 ( うち１点教職員 )が特選・準特選並びに奨励賞
に選ばれました。

໰߹ͤ　教育サポートセンター ☎ 30-1667

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度

本
ࢢ
で
は
高
齢
・
ো
が
い
な
ど
の
ཧ
༝
で
、
ࡂ
֐

࣌
に
自
ྗ
で
の
ආ
೉
が
೉
し
く
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人
の
ủ
ආ
೉
行
ಈ
要
支
援
者
໊
฽
Ứ
を
࡞
成
し
て

い
ま
す
。

こ
の
໊
฽
は
ࡂ
֐
発
生
࣌
に
、
҆
൱
確
ೝ
や
ආ
೉

༠
導
౳
の
支
援
׆
ಈ
の
た
め
に
ආ
೉
支
援
౳
関
܎
者

΁
提
ڙ
し
ま
す
。

本
人
の
ಉ
ҙ
が
得
ら
れ
た
৔
合
に
ݶ
り
、
ࢢ
と
ڠ

定
を
結
ん
で
い
る
ආ
೉
支
援
౳
関
܎
者
΁
໊
฽
৘
ใ

を
提
ڙ
し
、
ී
ஈ
か
ら
の
ݟ
क
り
や
๷
ࡂ
܇
࿅
な
ど

に
׆
用
し
た
り
、
地
域
に
お
け
る
ආ
೉
支
援
に
役
ཱ

て
ま
す
。

໊
฽
の
登
録
要
݅
に
֘
౰
す
る
人
΁
、
12
月
Լ
०

に
ủ
ආ
೉
行
ಈ
要
支
援
者
໊
฽
提
ڙ
ಉ
ҙ
書
Ứ
を
送

付
し
ま
す
。
事
前
の
৘
ใ
提
ڙ
に
つ
い
て
必
要
事
項

を
記
入
し
、
ฦ
送
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
・
講
座

令
和
元
年
度

人
権
お
も
い
や
り
ミ
ニ
講
座

と

き

12
月
12
日
 

ޕ
後
6
࣌
Ỗ

と
こ
ろ

本
ி
Ծ
設
ி
ࣷ

ԋ

୊

高
齢
者
の
人
ݖ

ủ
ೝ
஌
঱
に
な
っ
て
も
҆
৺
で
き
る
ொ
ͮ
く
り
Ứ

ߨ

ࢣ

∁
ڮ

ܙ
ࢠ
ࢯ

　
　
　
　(

グ
ϧ
ー
ϓ
ϗ
ー
Ϝ
せ
せ
ら
͗
代
表)

問
合
せ

八
代
ࢢ
人
ݖ
ܒ
発
セ
ン
タ
ー

(

人
ݖ
政
策
課)

☎
30
１
７
１
１

糖
尿
病
重
症
化
予
防
講
座

と

き

12
月
11
日
 

ޕ
後
３
࣌
Ỗ

　
　
　
　(

受
付
ޕ
後
２
࣌
30
分
Ỗ)

と
こ
ろ

八
代
ࢢ
保
健
セ
ン
タ
ー

演

題
ủ
౶
೘
ප
、
΄
っ
た
ら
か
し
た
ら
ど
う
な
る

の
ʁ
Ỗ
঱
ঢ়
が
な
い
な
ら
େ
ৎ
夫
ʁ
Ỗ
Ứ

講

師

関
上

ହ
ೋ
ࢯ
（
せ
き
が
み
内
Պ
・
౶

೘
ප
内
Պ
౶
೘
ප
ઐ
໳
医
）

対

象

݂
౶
஋
が
ؾ
に
な
る
人
、
࣏
療
த
の
人
な
ど

費

用

ແ
料

申
込
締
切

12
月
10
日
 

※
健
康
ͮ
く
り
Ԡ
援
ϙ
イ
ン
ト
の
対
象
事
業
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

八
代
ࢢ
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
32
７
２
０
０

ڸ
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
52
５
２
７
７

八
代
市
国
際
交
流
員
の

英
会
話
講
座
受
講
生
募
集

と

き

令
和
２
年
１
月
12
日
 
、
1�
日
 
、
26
日

 
、
2
月
2
日
 
、
�
日
​

ޕ
後
２
࣌
Ỗ
３
࣌

と
こ
ろ

や
つ
し
Ζ
ϋ
ー
Ϟ
ニ
ー
ϗ
ー
ϧ

内

容

日
ৗ
ӳ
会
話
、
ϑ
Ϧ
ー
ト
ー
ク
な
ど

講

師

ジ
ἀ
セ
ϑ
ィ
ン
・
σ
ニ
ε
ࢯ

対

象

ࢢ
内
に
ډ
住
ま
た
は
௨
勤
ŋ
௨
学
す
る

人
（
ӳ
ޠ
レ
ϕ
ϧ
は
໰
わ
な
い
）

定

員

20
人
ఔ
度
（
ઌ
ண
ॱ
）

受
講
料

ແ
料

申
込
み
・
問
合
せ

国
ࡍ
課
☎
33
６
̔
４
６

樹
木
選
定
講
習

と

き

令
和
2
年
1
月
15
日
 
、
16
日
 

　
　
　
　
ޕ
前
10
࣌
Ỗ
ޕ
後
4
࣌

と
こ
ろ

ഴ
ౡ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

容

थ
木
の
ੑ
࣭
、
੔
උ
方
๏
の
஌
ࣝ
・
ٕ
ೳ

を
श
得
す
る

対

象

60
歳
以
上
の
健
康
な
人

費

用

ແ
料

定

員

10
人

問
合
せ

八
代
ࢢ
γ
ϧ
バ
ー
人
ࡐ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
33
２
７
１
１

サンϥΠフ୹ߨظ座受ߨੜूื࠶
໊　座　ߨ と　き ࢣ ߨ ఆ　һ අ　༻

続・楽々エアロビ講座（初心者・男性歓迎）
軽快なリズムに合わせて簡単なウォーキング
ステップで身体を動かします
楽しく効果的に有酸素運動ができます

12/4 ～ 3/18
月３回  全 12回 

水曜日
10:00 ～ 11:30

沖田 真理 氏 20人 1,500 円（１カ月分）
※毎月徴収します

続・はじめてのヨガ講座（男性歓迎）
呼吸法とさまざまなポーズを通じて、
心と身体作りを目指す
運動が苦手な人もOK。

12/5 ～ 3/19
月３回 全 12回 木曜日
14:30 ～ 16:00

中川 志保 氏 30人 1,500 円（１カ月分）
※毎月徴収します

ਃࠐみ ŋ ໰߹ͤ サンライフ八代☎３２－７１７１ 

τレーχングࣨのར༻Ҋ಺ 
ར༻࣌ؒ　平日・土曜日９：００～２２：００
　　　　　日曜・祝日９：００～１７：００ ※第２月曜日が休館日です
අ　༻　２００円（回数券もあります）
෰　૷　動きやすい服装、トレーニングシューズ 

申込み：午前９時から。費用を添えてサンライフ八代事務局へ申し込み
ください。（電話での申し込みはできません。） ଞのߨ座͸サンϥΠフ八代のϗーϜϖーδで֬ೝͩ͘さい

サンライフ八代ＨＰ
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景
観
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

と

き

令
和
2
年
１
月
26
日
 

ޕ
前
10
࣌
Ỗ
ਖ਼
ޕ

と
こ
ろ

や
つ
し
Ζ
ϋ
ー
Ϟ
ニ
ー
ϗ
ー
ϧ

内

容

ߨ
ԋ
、
ܠ
؍
ま
ち
ͮ
く
り
提
ݴ
書
・
ܠ
؍
ܭ

画
の
঺
介
、
ύ
ネ
ϧ
σ
ィ
ε
カ
ッ
γ
ἀ
ン

講

師

ࣲ
ా

༞
ࢯ
（
۽
本
ݝ
ཱ
େ
学
ڭ
त
）

定

員

２
０
０
人
（
ઌ
ண
ॱ
）

費

用

ແ
料

申
込
期
限

令
和
2
年
１
月
20
日
 

申
込
み
・
問
合
せ

建
設
政
策
課
☎
33
４
１
１
６

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
短
期
講
座

お
正
月
花

き
れ
い
な
お
花
で
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う

と

き

12
月
27
日
㈮

ޕ
後
２
࣌
Ỗ
４
࣌

講

師

ڮ
本

༟
࢙
ࢯ

費

用

３
０
０
０
円(
受
ߨ
料
・
ࡐ
料
費
込
み)

定

員

20
人

準
備
物

࢖
い
׳
れ
た
Ֆ
は
さ
み

申
込
み

དྷ
ؗ
ま
た
は
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
Ծ
予
໿
）

※
ୗ
ࣇ
ແ
料
（
満
２
歳
か
ら
ब
学
前
６
歳
ま
で
）

受
付
࣌
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ϑ
レ
ン
ド
Ϧ
ー
や
つ
し
Ζ

(

八
代
ࢢ
ಇ
く
婦
人
の
Ո)

☎
35
６
４
６
０

お
で
か
け
公
民
館
講
座
・

公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

①
お
で
か
け
公
民
館
講
座

L
G
B
T
講
演
会

と

き

令
和
2
年
1
月
1�
日
​

ޕ
後
1
࣌
Ỗ
３
࣌

と
こ
ろ

ഴ
ౡ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

内

容

-
(
#
5
で
あ
る
ߨ
ࢣ
が
、
自
਎
の
൒

生
や
-
(
#
5
に
つ
い
て
ޠ
る
。

演

題
ủ
-
(
#
5
だ
け
͡
Ỵ
な
い
ʂ
Ỗ
ଟ
༷
な

ੑ
を
஌
る
Ỗ
Ứ

講

師

ીそ
が
た方

੖は
る
きر
ࢯ

がו
も
う生

ҳい
っ
し࢘

ࢯ

対

象

ࢢ
内
在
住
の
人

定

員

70
人

費

用

ແ
料

申
込
期
限

令
和
２
年
１
月
６
日
 

②
お
で
か
け
公
民
館
講
座

親
子
で
作
ろ
う
！
「
パ
ン
作
り
講
座
」

と

き

令
和
2
年
1
月
26
日
 

ޕ
前
�
࣌
30
分
Ỗ
ޕ
後
0
࣌
30
分

と
こ
ろ

দ
高
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

↓

についてࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهについてొࢪの࣮ۀ࡞੒࡞ॴඋ付஍ਤهొ
　熊本地方法務局は、松江町の全域において、登記所付地図作成　熊本地方法務局は、松江町の全域において、登記所付地図作成
作業を実施します。
　なお、今年度は本地図作成作業の準備作業として当該地域と隣
接地域の基準点の設置作業を実施し、来年度一筆地調査・測量、
地図作成・登記手続きなどの各作業を実施する予定です。
　該当地区内の土地所有者を対象に令和２年２月２日 (日 ) の説
明会の開催を予定しています。

໰߹ͤ　熊本地方法務局☎ 096(364)2221

ಉۀ࡞ର৅஍Ҭਤʢ੺࿮でғまれた෦分ʣ

選͋ڍれ͜れ選͋ڍれ͜れ選͋ڍれ͜れ選͋ڍれ͜れ選͋ڍれ͜れ選͋ڍれ͜れ選͋ڍれ͜れ
選ڍで౤ථするたΊに͸、ࢢொଜの選ڍ人໊฽にొ࿥されていな
けれ͹なりまͤん。
　選挙人名簿への登録には、国籍や年齢の要件のほかに、住所に関す
る要件があります。
　選挙人名簿への登録は、原則、住民票の異動情報に基づいて行われ
ます。そして、選挙の際の投票も、選挙人名簿に登録された市町村の
投票所で行うことになります。
　選挙人名簿への登録は市町村内に住所を有し、引き続き、同一市町
村内に３カ月以上住んでいれば、法律で定められた時期に登録されま
す。また、市町村外へ転出し、４カ月が経過すると登録が抹消されます。
　選挙権を行使するためにも、忘れずに住民票を移しましょう。
໰߹ͤ　選挙管理委員会事務局　☎３０－１６６３

引っ越したら住民票を移しましょう引っ越したら住民票を移しましょう

八代தֶ校八代தֶ校八代தֶ校八代தֶ校八代தֶ校八代தֶ校
八代ߴ校八代ߴ校八代ߴ校八代ߴ校八代ߴ校

দ࡚ਆࣾদ࡚ਆࣾদ࡚ਆࣾদ࡚ਆࣾদ࡚ਆࣾ

๏౮ࣉ๏౮ࣉ๏౮ࣉ๏౮ࣉ

八代ୈ一தֶ校八代ୈ一தֶ校八代ୈ一தֶ校八代ୈ一தֶ校八代ୈ一தֶ校八代ୈ一தֶ校八代ୈ一தֶ校八代ୈ一தֶ校

八代౦ߴ校八代౦ߴ校八代౦ߴ校八代౦ߴ校八代౦ߴ校八代౦ߴ校

দߴখֶ校দߴখֶ校দߴখֶ校দߴখֶ校দߴখֶ校দߴখֶ校

྘のճ࿓ઢ
྘のճ࿓ઢ
྘のճ࿓ઢ
྘のճ࿓ઢ
྘のճ࿓ઢ
྘のճ࿓ઢ

内
　
容
　
དྷ
年
の
ׯ
支
に
ち
な
ん
で
、
ね
ͣ
み
の
ܗ

の
ύ
ン
と
カ
Ϧ
カ
Ϧ
ͺ
ん
を
࡞
る
。

講
　
師
　
খお

は
ら原

　
のڭ
り͑ܙ 

ࢯ

対
　
象
　
ࢢ
内
在
住
の
খ
学
1
年
Ỗ
2
年
生
と
保
護
者

定
　
員
　
10
組

費
　
用
　
６
０
０
円
／
組

（
一
人
௥
加
͝
と
に
３
０
０
円
）

持
参
物
　
Τ
ϓ
ϩ
ン
、
ࡾ
֯
ۊ
、
Ϛ
ε
ク
、
ख
১
き

タ
Φ
ϧ
、
ҿ
み
物

申
込
締
切
　
12
月
20
日
㈮
必
ண

③
公
民
館
講
座

有
名
バ
リ
ス
タ
が
教
え
る
！
お
う
ち
で
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
淹
れ
方
講
座

と
　
き
　
令
和
2
年
1
月
22
日
 

ޕ
前
10
࣌
Ỗ
ਖ਼
ޕ

と
こ
ろ
　
八
代
ࢢ
ެ
民
ؗ

内
　
容
　
コ
ー
ώ
ー
の
お
い
し
い
ᔸ
れ
方
を
学
Ϳ

講
　
師
　
ٶ
⃻
　
و
༤ 

ࢯ

（
̨
̘
̖
̟ 

Ξ
ド
バ
ン
ε
ド
・
コ
ー
ώ
ー

Ϛ
イ
ε
タ
ー
）

対
　
象
　
ࢢ
内
在
住
の
人
　
　

費
　
用
　
１
０
０
０
円

持
参
品
　
ච
記
用
۩
、
Ϛ
グ
カ
ッ
ϓ

定
　
員
　
12
人

申
込
締
切
　
12
月
25
日
 
必
ண

〈
①
〜
③
の
共
通
事
項
〉

申
込
方
法
　
は
が
き
、
̛
̖
̭
ま
た
は
ϝ
ー
ϧ
で
、

ủ
ر
๬
ߨ
座
໊
Ứ、住
所
ࢯ、
（໊
;
り
が
な
）、年
齢
、

ੑ
別
、
電
話
൪
号
を
記
入
し
、
生
֔
学
श
課
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
ଟ
਺
の
৔
合
は
ந
બ
と
な
り
ま
す
。

※
受
ߨ
者
に
は
受
ߨ
ථ
を
送
付
し
ま
す
。
ந
બ
の
結

Ռ
受
ߨ
で
き
な
い
人
に
も
௨
஌
し
ま
す
。

申
込
み
　
˟
̔
６
̕

ʵ

４
７
０
３

ઍ
ஸ
ொ
৽
ໂ
ా
１
４
３
３

　
八
代
ࢢ
ެ
民
ؗ
内

　
生
֔
学
श
課
☎
30
１
１
１
０
　

'"9 

30
１
１
２
０

　
.BJM TZPHBJ!

DJUZ�ZBUTVTIJSP�MH�KQ

障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
障
が
い
者
の『
働
き
た
い
！
』を
応
援
し
ま
す
」

と
　
き
　
12
月
13
日
㈮
　
ޕ
後
２
࣌
Ỗ
４
࣌

（
受
付
ޕ
後
１
࣌
30
分
Ỗ
）　

と
こ
ろ
　
や
つ
し
Ζ
ϋ
ー
Ϟ
ニ
ー
ϗ
ー
ϧ
　

講
　
演
　

ᶃ
ủ
ো
が
い
の
あ
る
方
と
の
࿈
ܞ
が
地
域
の
人
ख
不

଍
の
ղ
ফ
を
担
う
Ỗ
共
に
ಇ
き
、
共
に
স
お
う
Ỗ
Ứ

ᶄ
ủ
ࢪ
設
外
ब
࿑
を
受
け
て
の
ब
࿑
支
援
に
つ
い
て
Ỗ

ো
が
い
者
ޏ
用
の
ݱ
ঢ়
と
制
度
の
׆
用
Ỗ
Ứ

講
　
師

ᶃ
٢
ా
　
ޫみ

つ
ひ
Ζ޺ 

ࢯ

(

ϫ
ー
キ
ン
グ
Φ
ϑ
ィ
ε
き
ら
り
八
代
　
代
表
取
క
役)

ݹ
઒
　
ஐと
も
や
す康 

ࢯ
　

(

۽
本
੨
Ռ
物
出
ՙ
組
合
　
代
表
取
క
役)

ᶄ
খ
઒
　

みྙ
ち
おԝ  

ࢯ
（
۽
本
ো
֐
者
৬
業
セ
ン
タ
ー
）

　
高
Ԭ
　
こߞ

う
い
ち一 

ࢯ
（
八
代
ެ
共
৬
業
҆
定
所
）

費
　
用
　
ແ
料

問
合
せ
　
ো
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
̕
４

募

　
　集

統
計
調
査
の
登
録
調
査
員

を
募
集
し
て
い
ま
す

　
౷
ܭ
ௐ
ࠪ
が
࣮
ࢪ
さ
れ
る
ࡍ
に
、
２
カ
月
ఔ
度
౷
ܭ

ௐ
ࠪ
һ
と
し
て
׆
ಈ
で
き
る
人
を
ื
ू
し
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容
　
ੈ
ଳ
や
事
業
所
΁
の
ௐ
ࠪ
ථ
の
配
෍
・

ճ
ऩ
や
ௐ
ࠪ
ථ
の
఺
ݕ
な
ど

応
募
資
格

ᶃ
ࢢ
内
在
住
の
20
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
で
、
ௐ
ࠪ

׆
ಈ
が
で
き
る
健
康
な
人

ᶄ
ௐ
ࠪ
で
஌
り
得
た
こ
と
な
ど
、
ൿ
ີ
の
保
࣋
が
で
き
る
人

ᶅ
ܯ
࡯
・
બ
ڍ
・
税
務
事
務
に
ै
事
し
て
い
な
い
人

報
　
酬
　
国
の
ج
४
に
Α
り
支
払
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
จ
書
౷
ܭ
課
☎
33
４
１
７
４

「
平
和
の
礎
」追
加
刻
銘
な
ど
の

申
し
込
み
受
け
付
け 

　
ԭ
ೄ
ઓ
な
ど
で
๢
く
な
っ
た
ઓ
຅
者
の
ࢯ
໊
を
ࠁ

ん
だ
記
೦
ൾ
ủ
平
和
の
ૅ
Ứ
の
令
和
２
年
度
௥
加
ࠁ

໏
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
締
切
　
12
月
̕
日
 

※
申
込
期
ݶ
後
に
提
出
し
た
৔
合
は
、
令
和
３
年
度

の
௥
加
ࠁ
໏
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
職
員
採
用
試
験

試
験
職
種
　
一
ൠ
事
務

採
用
予
定
数
　

1
人
ఔ
度

受
験
資
格
　
平
成
5
年
4
月
2
日
Ỗ
平
成
14
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

受
付
期
間
　
12
月
20
日
㈮
ま
で

　
※
郵
送
の
৔
合
は
౰
日
ফ
ҹ
༗
ޮ

申
込
用
紙

　
八
代
生
׆
؀
ڥ
事
務
組
合
૯
務
課
に
あ
り
。
郵
送

に
Α
る
請
ٻ
の
৔
合
は
、
෧
౵
の
表
に
ủ
八
代
生
׆

؀
ڥ
事
務
組
合
৬
һ
࠾
用
ࢼ
ݧ
申
込
書
請
ٻ
Ứ
と
ग

書
き
し
、
１
４
０
円
੾
ख
を
ష
っ
た
Ѽ
໊
明
記
の
ฦ

৴
用
෧
౵
（
֯
2
α
イ
ζ
）
を
ಉ
෧
し
、
請
ٻ
し
て

く
だ
さ
い
。

試
験
日
　
令
和
２
年
1
月
11
日
​

試
験
内
容
　
高
ଔ
ఔ
度

問
合
せ
　
˟
̔
６
̕

ʵ

４
６
０
２

八
代
܊
ණ
઒
ொ
ٶ
原
６
７
̕
൪
地
4

八
代
生
׆
؀
ڥ
事
務
組
合
☎
62
２
０
４
̕
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

購
入
引
換
券
の
交
付
申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か

　
ϓ
レ
ミ
Ξ
Ϝ
付
商
඼
݊
の
ൢ
ച
期
間
は
令
和
２
年

２
月
末
日
ま
で
で
す
。
商
඼
݊
ߪ
入
の
ࡍ
に
は
ߪ
入

引
׵
݊
が
必
要
で
す
。
対
象
の
人
に
は
ߪ
入
引
׵
݊

ަ
付
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ߪ
入
を
ر

๬
す
る
人
は
、
令
和
２
年
２
月
21
日
㈮
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

商
品
券
の
年
末
年
始
の
販
売
に
つ
い
て

本
庁
仮
設
庁
舎

年
内
は
12
月
27
日
㈮
ま
で
、
年
࢝
は
令
和
2
年
1

月
6
日
 
か
ら
行
い
ま
す
。

郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）

年
内
は
12
月
30
日
 
ま
で
、
年
࢝
は
令
和
2
年
1

月
6
日
 
か
ら
行
い
ま
す
。

問
合
せ
　
ϓ
レ
ミ
Ξ
Ϝ
付
商
඼
݊
事
業
ਪ
進
ࣨ

☎
33
４
６
７
０

八
代
市
教
育
委
員
会
　
令
和
２
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
試
験

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は

　

こ
れ
ま
で
ඇ
ৗ
勤
৬
һ
や
ྟ
࣌
৬
һ
と
し
೚
用
し

て
き
た
৬
種
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
৽
た
に

ủ
会
ܭ
年
度
৬
һ
Ứ
と
し
て
೚
用
し
ま
す
。

職
種
・
任
用
予
定
数
　

ᶃ
学
ߍ
ࢪ
設
用
務
һ
（
学
ߍ
の
؀
ڥ
੔
උ
、
学
ߍ
ӡ

営
全
ൠ
の
補
助
業
務
）
10
人
ఔ
度

ᶄ
学
ߍ
事
務
һ
（
学
ߍ
事
務
全
ൠ
の
補
助
業
務
）　

10
人
ఔ
度

ᶅ
ε
ク
ー
ϧ
バ
ε
ӡ
స
ख
（
ڸ
খ
学
ߍ
の
ε
ク
ー
ϧ

バ
ε
ӡ
స
業
務
）
1
人
ఔ
度

ᶆ
ε
ク
ー
ϧ
バ
ε
ӡ
స
ख
݉
用
務
һ
（
ઘ
খ
த
学
ߍ

ε
ク
ー
ϧ
バ
ε
ӡ
స
業
務
݉
用
務
һ
業
務
）
3
人

ఔ
度
　

ᶇ
د
॓
ࣷ
ௐ
ཧ
һ
（
ઘ
த
学
ߍ
د
॓
ࣷ
の
ே
・
༦
৯

の
ௐ
ཧ
業
務
）
1
人
ఔ
度

ᶈ
د
॓
ࣷ
ࣷ
؂
（
ઘ
த
学
ߍ
د
॓
ࣷ
生
ె
の
生
׆
؅

ཧ
指
導
、
د
॓
ࣷ
の
؀
ڥ
੔
උ
な
ど
）
1
人
ఔ
度
　

任
用
期
間
　

　
令
和
２
年
４
月
１
日
Ỗ
令
和
３
年
３
月
31
日

受
験
資
格
　
　

ᶃ
の
ࢪ
設
用
務
һ
は
ී
௨
自
ಈ
ं
໔
ڐ
を
༗
し
、
用

۩
を
࢖
い
؀
ڥ
੔
උ
が
で
き
る
人

ᶄ
の
事
務
һ
は
ύ
ι
コ
ン
で
จ
書
࡞
成
や
表
ܭ
ࢉ
が

で
き
る
人

ᶅ
の
ε
ク
ー
ϧ
バ
ε
ӡ
స
ख
は
େ
ܕ
自
ಈ
ं
໔
ڐ
を

༗
し
て
い
る
人

ᶆ
の
ε
ク
ー
ϧ
バ
ε
ӡ
స
ख
は
େ
ܕ
自
ಈ
ं
໔
ڐ
を

༗
し
て
い
る
人
、
用
۩
を
࢖
い
؀
ڥ
੔
උ
が
で
き

る
人
、
ݫ
ౙ
期
で
も
ઘ
খ
த
学
ߍ
に
௨
勤
が
で
き

る
人

ᶇ
の
د
॓
ࣷ
ௐ
ཧ
һ
は
ௐ
ཧ
ࢣ
໔
ڐ
を
༗
し
、
ݫ
ౙ

期
で
も
ઘ
த
（
د
॓
ࣷ
）
に
௨
勤
が
で
き
る
人

ᶈ
の
د
॓
ࣷ
ࣷ
؂
は
ݫ
ౙ
期
で
も
ઘ
த
（
د
॓
ࣷ
）

に
௨
勤
が
で
き
る
人

試
験
日
　
　
　

１
次
ࢼ
ݧ
（
ච
記
ࢼ
ݧ
）
令
和
２
年
１
月
12
日
 

２
次
ࢼ
ݧ
（
໘
઀
ࢼ
ݧ
）

※
１
次
ࢼ
ݧ
合
֨
者
の
み
　
令
和
２
年
２
月
2
日
 

試
験
会
場
　
ઍ
ஸ
支
所

申
込
受
付
期
間
　
12
月
2
日
 
Ỗ
13
日
㈮
必
ண

申
込
み
　
申
込
書
を
ڭ
ҭ
政
策
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ࢼ
ݧ
Ҋ
内
・
申
込
書
は
本
ி
Ծ
設
ி
ࣷ
૯

合
Ҋ
内
所
、
ڭ
ҭ
政
策
課
、
各
支
所
（
ઍ
ஸ
支
所

を
除
く
）
地
域
振
ڵ
課
で
配
෍
し
ま
す
。
ࢢ
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
ジ
に
も
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
ڭ
ҭ
政
策
課
☎
30
１
６
７
１

放
送
大
学
令
和
２
年
４
月
入
学
生
募
集

　
์
送
େ
学
は
໿
３
０
０
の
෯
޿
い
त
業
Պ
໨
が
あ

り
、
1
Պ
໨
か
ら
学
Ϳ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ৄ
し
く

は
໰
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　

第
1
ճ
　
令
和
2
年
2
月
2�
日
​
ま
で

第
2
ճ
　
令
和
2
年
3
月
17
日
 
ま
で

問
合
せ
　
์
送
େ
学
۽
本
学
श
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
０
̕
６( 

３
４
１) 

０
̔
６
０

相

　
　談

熊
本
県
外
国
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
設

　
ݝ
で
は
外
国
人
が
۽
本
で
҆
৺
し
て
生
׆
で
き
る

Α
う
、ଟ
ݴ
ޠ
に
Α
る
生
׆
૬
ஊ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ࠔ
っ
て
い
る
と
き
は
ؾ
ܰ
に
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
ຖ
ि
月
༵
日
Ỗ
金
༵
日
　

　
　
　
　
ޕ
前
�
࣌
30
分
Ỗ
ޕ
後
5
࣌
15
分

と
こ
ろ
　
ݝ
ி
本
ؗ
7
֊

相
談
電
話
　
۽
本
ݝ
外
国
人
α
ϙ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
̔
０（
４
２
７
５
）４
４
̔
̕

問
合
せ
　
ݝ
国
ࡍ
課
☎
０
̕
６(

３
３
３)

２
１
５
̔

自
死
遺
族
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〝
地
域
版
か
た
ら
ん
ね
〞に
参
加
し
ま
せ
ん
か

と
　
き
　
12
月
12
日
 
　
ޕ
後
２
࣌
Ỗ
４
࣌

と
こ
ろ
　
八
代
保
健
所

対
　
象
　
Ո
଒
や
େ
੾
な
人
を
自
死
で
๢
く
さ
れ
た

人
な
ど

費
　
用
　
ແ
料

問
合
せ
　
۽
本
ݝ
ਫ਼
ਆ
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
̕
６（
３
̔
６
）１
１
６
６

イ
ベ
ン
ト

　
　
　

さ
か
も
と
八
竜
天
文
台
イ
ベ
ン
ト

;
ͨ
͝
࠲
ྲྀ
੕
܈
؍
๬
ձ

と

き

12
月
14
日
​

ޕ
後
�
࣌
Ỗ
ޕ
前
0
࣌

　
　
　
　（
Ӎ
天
・
ಶ
天
த
ࢭ
）

෦
෼
೔
৯
؍
๬
ձ

と

き

12
月
26
日
 

ޕ
後
2
࣌
Ỗ
4
࣌
30
分

　
　
　
　(

Ӎ
天
・
ಶ
天
த
(ࢭ

と
こ
ろ

さ
か
も
と
八
ཽ
天
จ
୆

休
館
日

Ր
・
ਫ
༵
日

入
館
料

େ
人
３
１
０
円
、
খ
学
生
Ỗ
高
ߍ
生

１
５
０
円
、
༮
ࣇ
ແ
料

開
館
時
間

ޕ
後
1
࣌
Ỗ
10
࣌

　
　
　
　
　（
入
ؗ
は
ޕ
後
�
࣌
30
分
ま
で
）

問
合
せ

さ
か
も
と
八
ཽ
天
จ
୆
☎
45
３
４
５
３

第
10
回
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
や
つ
し
ろ

と

き

12
月
14
日
​

ޕ
前
̕
࣌
Ỗ
ޕ
後
３
࣌

と
こ
ろ

八
代
ࢢ
ެ
民
ؗ
、
ઍ
ஸ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
ࢢ
ཱ
ਤ
書
ؗ
せ
ん
ち
Ỷ
う
分
ؗ
、
い
ぐ

さ
の
ཬ
ެ
Ԃ

内

容

ಛ
別
ߨ
ԋ
会
、
ε
テ
ー
ジ
発
表
、
࡞
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八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ八代ࢢ・ණ઒ொ・Ѷ๺ொఆॅ自ཱݍΠϕンτ৘ใ
　人口減少が進む中、本市では氷川町、芦北町と定住自立圏を
形成し、連携して住民サービスの向上を図ることにより定住促
進に取り組んでいます。

ொ内の店ฮや༑޷ொであΔ๺ւಓେۭொなͲશ国各地の͝౰地物
産඼をൢ売すΔイϕント。
と　き １݄̎̎１日​
前ޕ　　　　 � ࣌̏ޙޕ～࣌
と͜Ζ　まͪつくりञ԰
໰߹ͤ　まͪつくりञ԰
　　　　ὸ̑̏ʵ̑̑̑̌

と　き　ྩ࿨̎೥ � ݄ 1� 日 
と͜Ζ　Ѷ๺ւ඿૯合ެԂ（スλートɾΰール）
಺　༰　� ᶳ、� ᶳ、1� ᶳ、ハーフϚϥιン
ର　৅   খֶ � ೥ੜҎ্　
ఆ　һ　�
��� ਓ
අ　༻　�
��� ԁ ( Ұൠ )、�
��� ԁ ( ੜߍߴ )、
　　　　1
��� ԁ ( খֶੜ～中ֶੜ )
ਃࠐみ　༣ศ振ସまͨ͸େ会ϗーϜϖージ（36/5&4）、
みࠐからਃしہ຿ࣄ　　　　
ਃݶظࠐ　༣ศ振ସ　ྩ࿨ݩ೥ 1� ݄ �� 日 
　　　　　インλーωット　ྩ࿨ � ೥ 1 ݄ 1� 日 ޙޕ � ࣌
　　　　　※ఆһʹୡしͨ࣌఺でకΊ੾り
໰߹ͤ　Ѷ๺うͨͤϚϥιンେ会࣮ߦҕһ会
　　　　（Ѷ๺ொ঎޻観光՝内）ὸ ����(��)��11

Θらし΂ࢢΘらし΂ࢢΘらし΂ࢢΘらし΂ࢢΘらし΂ࢢΘらし΂ࢢණ઒ொ

̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会̎̌̎̌ Ѷ๺うたͤマϥソン大会Ѷ๺ொ

ΤίΤΠτ΍ͭしろʢീ୅ڥ؀ࢢηンλーʣ
ʹ͓けΔ೩えΔ͝みऩूྔ

ؒ　　ظ ೩͑Δ͝みのऩूྔ １ਓ１日౰ͨりの
೩͑Δ͝みのྔ

H�� ೥ � ݄ 1
��� ̓ ��� ̶

31 ೥ � ݄ 1
��1 ̓ ��� ̶

ൺ　　ֱ �� ̓ �� ̶

　昨年に比べ燃えるごみの量が増加していますので、引き
続き皆さんのごみ減量化への協力をお願いします。

໰合ͤ　॥؀ࣾ会ਪਐ՝　ὸ ���1���
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図  書  館　催し物案内（12月） 午前9時 30分～午後 8時（土日祝午後 7時）

施設点検日 (本館・かがみ分館：第 4水曜日、せんちょう分館 : 第 2火曜日 )、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします。

໰合ͤ　市立図書館本館☎３２－３３８５　せんちょう分館 ☎４６－１９０１　かがみ分館 ☎５２－５５６７

೥຤೥࢝ؗٳ日ʲ本ؗɾͤΜͪΐう෼ؗɾかがみ෼ؗʳ݄̍̎̏̌೔ ～ྩ࿨ 2 ೥݄̍̏೔ 

ਤॻؗシステϜߋ৽、パιίンೖΕସ͑ʹ൐う̡ؗٳ 本 ɾؗͤ Μͪΐう෼ ɾؗかがみ෼ؗʳ̍ ݄̎̍̒೔ʢ݄ʣ～̎̌೔ʢۚʣ
※図書館のホームページも停止します。（蔵書検索や本の予約もできません）
☎中の໰合ͤ　生涯学習課ؗٳ 30-1110

ࣄ　　　　　　ߦ と　　　き 内　　　　　༰

市
立
図
書
館
本
館

えいごdeおはなし会 7日㈯ 午前 11時 30分～ 語り手：マザーグース

おひざにだっこのおはなし会 10日㈫ 午前 11時～ 赤ちゃん向けおはなし会

０・１・２歳児向けおはなし会 12日㈭ 午前 11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 7・14・21日㈯ 午後 3時～ 

大人のためのおはなし会 2日㈪ 午後 2時～ 3時 語り手：萌の会

図書館シネマ 8日㈰ 午後 2時～
上映「ライラの冒険」 
監督：クリス・ワイツ
2007年 /アメリカ（113分）

おはなしバイキング 1・8・15・22・29日㈰ 
午前 11時～ 絵本の読み聞かせなど

図書館講座「公開朗読講座」 ３日㈫
午後 1時 30分～ 3時 30分

プロの講師による朗読レッスンを無料で観覧できます
講師：小出　史 氏

せ
ん
ち
ょ
う
分
館

えいごであそぼう  1 日㈰ 午後 2時～ 3時 絵本の読み聞かせや手遊び、ゲームなど
講師：外国語指導助手（ALT）

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場） 23日㈪ 午後 2時 30分～ 語り手：いないいないばぁの会

まなびフェスタスペシャルおはなし会 14日㈯
午後 1時～ 2時 30分 絵本の読み聞かせや工作など

幼児・小学生向けおはなし会
7・28日㈯ 午後 2時～ 絵本の読み聞かせなど

21日㈯ 午後 2時～ 語り手：山猫軒

か
が
み
分
館

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ） 6日㈮ 午前 11時～ 絵本の読み聞かせや手遊びなど

幼児・小学生向けおはなし会 1日㈰ 14・28㈯ 午後 2時～ 語り手：ぐるんぱ  

どんかちゃんおはなし会 7・21日㈯ 午前 11時～ 絵本の読み聞かせなど

図書館講座「わたしの時間」 15日㈰ 午前 10時 30分～ 「お正月飾りを作ろう」 
対象：一般　定員：先着 5人（要申込） 

図書館講座「ちぎり絵」 22日㈰ 午前 10時 30分～� 定員：先着 10人（要申込）

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

▶　2日㈪ 9:40ひので保育園 10:15金剛コミュニティセンター  10:45ま心苑 ▶　3日㈫  9:40高島団地 10:10築添団地 10:45八代中央クリニック
▶　4日㈭ 9:40麦島コミュニティセンター 10:15植柳コミュニティセンター 10:45偕老苑 ▶　5日㈭  9:40竹原県職住宅 10:10日本製紙太田郷社宅 10:40日本製紙日置社宅 
▶　9日㈪ 13:15日奈久小14:00日奈久コミュニティセンター 14:30保寿寮 ▶ 10日㈫  13:15郡築小14:05 八千把コミュニティセンター 14:30海士江西村ビル
▶ 11日㈬ 13:25二見小 14:10二見コミュニティセンター 14:55光嶺保育園 ▶ 12 日㈭ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地 
▶ 13 日㈮ 13:15 昭和小 14:00 郡築 12番八協連 14:35 井揚団地 ▶ 24 日㈫ 9:40 八代トヨオカ地建アリーナ 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園
▶ 26日㈭ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA倉庫

【システム更新のため運休】 ▼八竜小　 ＪＡ坂本　 グリーンパーク　▼東陽小 　河俣山村広場　 東陽せせらぎ
▼泉小中 　泉支所　 泉運動広場　　　　▼流藻川団地 　すずらん苑 　きぼうの里たいよう
▼グランドゥール（旧ＪＲ西宮アパート） 熊本総合病院付属クリニック 老人ホーム楽寿 
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126,860 2
490

10
10月末日現在

　12月25日㈬

延長時間 毎週木曜日　17：15～19：00　※祝日・年末年始を除く
対応窓口 市民課☎33-4110、こども未来課☎33-8721、
国保ねんきん課☎33-4113、市民税課☎33-4107、納税課☎33-4109
消費生活センター☎33-4162 ※業務内容については各課へ問い合わせください。

本庁仮設庁舎の窓口延長について

58,978
67,882
56,416

本庁仮設庁舎、各支所、各出張所、市内の各銀行、各信用金
庫、信用組合、労働金庫、農業協同組合、九州管内のゆうちょ
銀行・郵便局（沖縄を除く）コンビニエンスストア各店舗（対象
店舗については納付書などに別途記載）
※市税の納付は、安心便利な口座振替を利用ください。

12

12月10日㈫・26日㈭ 14：00～16：00

12
23

㈭
㈪

　今年度から令和3（2021）年度までの3年間、
対象者の人は風しんの抗体検査・予防接種を無
料で受けることができます（予防接種は抗体価が
低い人のみ）。

【対象者①】昭和47年4月2日～昭和54年4月1
日生まれの男性

風しんの抗体検査は済みましたか。今年度の
クーポン券の有効期限は令和2年1月31日です。
　抗体検査・予防接種時に必要なクーポン券は
4月または6月に送付しています。詳しくはクーポ
ン券に同封してある案内文を確認ください。クー
ポン券を紛失した人は再発行しますので、下記ま
で問い合わせください。

【対象者②】昭和37年4月2日～昭和47年4月1
日生まれの男性

　令和2年4月にクーポン券を送付予定です。た
だし、風しんの抗体検査などを今年度希望する
場合は、クーポン券を発行しますので、下記まで
問い合わせください。

　詳しくは市ホームページを確認ください。

《問合せ》　八代市保健センター　☎32-7200

風しんの追加的対策

12月のごみ収集・施設受付について

★ 休日歯科診療　☎31-8020

年末年始のごみの受け入れについて
年末業務最終日　１２月３０日㈪
年始業務開始日　令和2年１月４日㈯

例年、年末年始は大変混雑しますので、
時間に余裕を持って持ち込みください。

《問合せ》エコエイトやつしろ☎32-4675
　　　　 各支所の市民サービス係

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝日の10：00～16：00

※休日在宅医は、変更になる場合があります。

子ども医療電話相談

　子育てをしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ち着きがないなど）のある人は、相談ください。
必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

市県民税　　　　４期
国民健康保険税　９期

1

日

8

日

15

日

22

日

31

日

29

日

久原外科胃腸科医院

ありの内科呼吸器科

しおさき内科・胃腸科クリニック

松村眼科医院

伊藤医院

植 柳 上 町

萩 原 町 1

日奈久塩南町

鏡 町

氷 川 町

35-1161

32-5941

38-1700

52-0131

52-8091
田渕整形外科医院

福満内科医院

鶴田胃腸科内科

宮城循環器内科

井上医院

高 下 西 町

松 江 町

日 置 町

千 丁 町

東 陽 町

32-4897

35-0293

31-5000

46-0007

65-2121

ひらきクリニック

松岡内科クリニック

本田クリニック

高橋医院

福田外科整形外科クリニック

ひかわ医院

新 地 町

通 町

西松江城町

坂 本 町

鏡 町

氷 川 町

32-4990

33-2766

32-3410

45-2323

52-0840

62-8139

織田胃腸外科

うえの内科・胃腸内科

ふくとみクリニック

武内外科胃腸科医院

和田内科医院

横 手 新 町

本 町 2

花 園 町

氷 川 町

氷 川 町

35-5300

33-1131

33-2913

52-7811

52-1860

林整形外科医院

西医院

保元内科クリニック

和田小児科医院

上村整形外科医院

緒方内科医院

高 下 西 町

郡築４番町

永 碇 町

大 手 町 ２

氷 川 町

氷 川 町

35-2600

37-0157

34-3141

32-2755

62-3377

62-2013

（小児も可）

（小児も可）

（小児も可）

（小児も可）

（小児も可）

日曜特別開設（有料）に持ち込むことが
できるもの（12月15日）

・資源の日に出すことのできる資源
物22品目　　

・粗大ごみ（木製家具、カーペット、
じゅうたん、毛布、布団など）

・資源物はあらかじめ分別して持込
みください。

高野整形外科

中村内科医院

荒木医院

丸田医院

稲毛整形外科医院

本 町 1

花 園 町

豊 原 下 町

千 丁 町

鏡 町

32-2014

33-8885

32-3258

46-0027

52-1715

1

8

2

9

����

右下のマタニティマークを
つけている人は、妊婦さ
んです。

「電車などで席を譲る」
「タバコは控える」など、
思いやりある
心遣いをお願
いします。

R1.7/24～８/1生

15：00～
（要予約：八代保☎32-7200）

R1.8/2～8/13生

H29.8/15～8/31生

H31.4/25～R1.5/2生

H28.7/6～7/16生

R1.7/19～8/22生

＜鏡保健センター＞

＜鏡保健センター＞

＜八代市保健センター＞

＜八代市保健センター＞

＜八代市保健センター＞

H31.4/14～4/24生

肝臓の
　労働時間も
　　　　短縮に

R1.5/3～5/16生

不妊に関する悩みなどがある人は、
気軽に相談ください。

H30.5/16～6/25生

H30.4/24～4/30生

H31.4/11～R1.5/18生

H30.5/1～5/9生

H30.5/10～5/19生H28.7/17～7/30生

H28.5/26～7/20生
（鏡保）

国土交通省八代河川国道事務所
10：00～11：30
イオン八代 13：15～16：00

興人八代工場 9：30～12：00
熊本労災病院13：45～16：00

対象：1 回食の乳児とその保護者
（要予約：八代保☎32－7200）

཭ೕ৯ࣨڭ 10：00～11：30

受入物：資源物、粗大ごみ
（エコエイトやつしろ☎32‐4675）

資源物・粗大ごみ
日曜特別開設（有料）
8：30～11：30

H29.9/1～9/18生

がんは
「早期発見・早期治療」が
大切です。がん検診を受
けましょう。

◆2019年度
　健診のお知らせ
健診申し込みを受け付け
ています。まだの人はお急
ぎください。
受付　8：30～17：00

〈八代保・鏡保健センター〉

˗ੜ׆श׳ප༧๷ߨԋ会

˖౶೘පॏ঱Խ༧๷ߨ座

14：00～15：30
やつしろハーモニーホール
（要申込：鏡保☎52-5277）

〈八代市保健センター〉

八代市保健センター☎32-7200
鏡保健センター　☎52-5277

◆健康づくり応援ポイント
事業参加者募集中

健診や健康づくり事業へ参
加してポイントを集めません
か。抽選で賞品が当たりま
す。詳しくは、各保
健センターに問い
合わせください。

������
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఻ݴ൘
˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒˒

఻ݴ൘͸、八代市内のஂମɾサークルɾάルー
プɾѪ޷会なͲが、ඇӦར（फڭɾ੓࣏ɾӦ
すΔίーࡌܝ動なͲの৘ใを׆うߦҎ֎）でۀ
ナーです。஥ؒืूやイϕントࠂ஌なͲʹར
༻くͩ͞い。
内༰ʹؔすΔ໰い合Θͤ͸௚઀৘ใఏऀڙ΁。
˒݄̎߸のࡌܝਃؒظࠐɿ1���  ～ 1�  
※අ༻のࡌهのないもの͸ແྉです。

ീ୅ࢢ৽य़ϛχαッカーେձ։࠵

ࣗ෼ͩけのʮ஛സʯをͭͬ͘ てみ·ͤん͔

ീ୅࢙ஊձʮീ୅৓をֶ΅うʯ

ਓܗ ʮܶ͸れͱ͖Ͳ͖Ϳͨʯ

ʮ国ྲྀަࡍのͭͲ͍ʯަྲྀձ
ʕ೔ຊޠで࿩ͦうʕ

ָし͍ࠗ׆ύーテΟーʹ
Ճし·ͤん͔ࢀ

ീ୅നඦ߹ֶԂߴ౳ֶߍਧ૗ָ෦
ୈ ��ճఆظԋ૗ձ

ʮΫϦεマε͓͸なしձʯݿจ༼ࢠ

਌ࢠ;れ͍͋ύソίンମݧձ

Ҩݴɾ૬ଓ手ଓ͖ແྉ૬ஊձ

ീ୅ࢢਫӭڠձओ࠵�৽य़ॳӭ͗ձ

୅ཅখ����೥�λΠϜカϓηϧ։෧ࣜ

ڭマーδϟン߁݈ ʢࣨॳ৺ऀ޲けʣ

ΦϠδόンυϝンόーืू

ീ୅۽ࢢ೔Ӻ఻選ߟձ

ઍᢲձീ୅ࣨڭਫ๽ըల

ञ֐ʹ೰んで͍Δօ͞ん΁

ग़਎ֶੜྈʮ༗൹ֶࣷʯݝຊ۽
ೖྈੜืू

日時／令和２年1月2日㈫　午前8時30分集合
場所／日奈久ドリームランド「シー・湯・遊」
内容／フットサル（一般経験者・未経験者）、

６人制（一般経験者のみ）
参加者はぜんざい食べ放題、閉会式
でじゃんけん大会（豪華景品あり）

費用／ 1チーム 5,000 円（開催ができな
い場合、一部返金）

申込締切／ 12月 20日㈮
その他／参加申込書は市体育協会ホームペー

ジ（http://www.taikyou8246.
or.jp/）からダウンロード可

申込み／ハヤカワスポーツ八代店
　　　　☎ 34-0555
問合せ／八代市体育協会
　　　　宮田☎ 090(3666)0435

日時／ 12月 5日㈭　午後１時～
場所／桑原竹細工店工房
内容／日奈久の竹箸をつくる
定員／ 10人程度
費用／ 500円
問合せ／桑原竹細工店☎ 38-0336

日時／ 12月 7日㈯　午前 9時 20分～
集合場所／本庁仮設庁舎駐車場
内容／八代城を巡り歴史をひも解く
費用／ 200円（資料代）
その他／小雨決行、歩きやすい靴・服装、
　　　　防寒対策をして参加ください
問合せ／八代史談会研修委員　　
　　　　原岡☎ 090(2688)2441

日時／ 12月 11日㈬　午後 7時～
場所／やつしろハーモニーホール
内容／人形劇団ひとみ座による人形劇
費用／ 1,200 円（会費・毎月）、
　　　200円（入会金）
その他／一般参加の人は問い合わせください
問合せ／やつしろ子ども劇場
　　　　☎ 35-3909

日時／ 12月 15日㈰　午後 2時～ 4時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／みんなで楽しむじゃんけんゲーム、
　　　ビンゴゲーム（景品あり）など
問合せ／地域日本語支援やつしろクラブ
　　　　内山☎ 080(5247)4227

日時／ 12月 22日㈰　午後 2時～
場所／マザーグース
対象／独身の男女
費用／無料（別途、各自飲食した分を支払い）
その他／参加人数が少ない場合、開催でき
　　　　ない場合あり
問合せ／中尾☎ 080(5203)1586

日時／令和２年１月 24日㈮
　　　午後 6時 30開演（午後 6時開場）
　　　令和 2年 1月 25日㈯
　　　午後 1時開演（午後 0時 30分開場）
　　　午後 6時開演（午後 5時 30分開場）
場所／やつしろハーモニーホール
内容／第 1部　マーチングステージ
　　　第 2部　オリジナルステージ
　　　第 3部　ポップスステージ
費用／指定席 1,500 円、自由席 1,000 円
　　　（高校生以下 500円）
その他／ 12月 12日㈭　午前 9時から
　　　　チケット販売
　　　　平日午前 9時～午後 4時
問合せ／同校事務所☎ 32-2354

日時／① 12月 12日㈭　午前 11時～
　　　② 12月 21日㈯　午後 3時～
場所／市立図書館本館
内容／絵本の読み聞かせ、ブラックパネル

シアターなどのおはなし会
問合せ／早木☎ 34-5761

日時／ 12月 14日㈯
　　　午前10時～11時、午前11時～正午
　　　12月 22日㈰
　　　午前10時～11時、午前11時～正午
場所／八代トヨオカ地建アリーナ
内容／親子で楽しくパソコンに触れ合う
講師／硴塚照男氏、硴塚淳子氏
対象／小学生（小学生のみの参加、来年度

1年生可）と保護者
定員／各回 10組
その他／参加は１回のみ
問合せ／八代市体育協会☎ 62-8130

日時／12月19日㈭　午前10時～午後3時
場所／ゆうちょ銀行八代店
内容／行政書士による無料相談（予約不要）
問合せ／熊本県行政書士会
　　　　☎ 096(385)7300

日時／令和２年1月2日㈭　午前10時～正午
場所／KSG八代
その他／水着、スイムキャップ、タオル
　　　　を持参ください
問合せ／同協会事務局　
　　　　時枝☎ 090(3074)7740

日時／令和２年 1月3日㈮　正午～
場所／代陽小学校
内容／20 年前に埋めたタイムカプセルの開封
対象／平成12年に在籍していた児童（1年

生～ 6 年生）と職員・保護者
問合せ／堀口☎ 090(8409)1145

日時／令和 2年 2月4日㈫～４月28日㈫
　　　毎週火曜日（全12回）
　　　午後１時30 分～４時30 分
場所／八代市公民館
対象／60 歳以上の初心者の人
定員／20人（申込多数の場合は抽選）
費用／１,000 円（テキスト代）
　　　１,000 円／月（会費）
申込締切／12月20日㈮
申込み／詳細は問い合わせください
問合せ／熊本健康マージャン協会
　　　　藤澤☎ 090(7388)6677　

日時／第１、３木曜日　午後 8 時～10 時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／平均年齢65歳のGSのコピーバンド
　　　サイドギター希望
問合せ／入江☎ 080(5249)7372

日時／12月21日㈯　
　　　受付：午前 9 時～（当日受付可）
場所／球磨川河川緑地
内容／熊日駅伝大会の選考会
　　　午前11時～
　　　女子（一般・高校）4km
　　　午前11時 30 分～　
　　　男子（一般・高校）8km
対象／高校生以上
問合せ／鏡中学校
　　　　吉田☎52-0107

日時／ 12月 5日㈭～ 11日㈬
　　　午前 10時～午後 5時
　　　最終日は午後 3時まで
場所／シャディ東京画廊
内容／約 20点の水墨画の展示
問合せ／藤田☎ 090(9078)3250

日時／毎週土曜日　午後７時30分～９時30分
場所／やつしろハーモニーホール
内容／アルコール問題で悩んでいる人や家

族の体験談。第２土曜日は家族のみ
の家族会あり

その他／12月12日㈭午前10時～正午に
八代保健所で地域版依存症家族
ミーティング開催

問合せ／熊本県断酒友の会八代支部
　　　　岩本☎ 090(4358)5090

所在地／埼玉県志木市柏町 6-27-14
対象／令和 2年 4月から首都圏の 4年制

大学に進学する学生（男子約 15人、
女子 6人）

費用／入舎料 70,000 円
　　　2人部屋 18,000 円／月
　　　1人部屋 24,000 円／月
　　　（電気料金、食費別途）
その他／入舎試験、面接あり（詳細は
　　　　http://www.y-gakusya.net/）
問合せ／有斐学舎
　　　　井川☎ 096(294)0515
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•技術や伝統を受け継ぎながらも独自で新しい商

品を開発・製造・販売できることに魅力を感じ

ます。お客さんからの褒め言葉は励みになり仕

事にも力が入ります。（柄木製造部・男性・29歳）

•品質に力を入れ、日本全国

に商品を届けているという

誇りを持って仕事に取り組

んでいます。また、従業員

の仲が良くアットホームな

職場です。（柄木製造部・

男性・62 歳）

�঺শওॵ७ش४
　昭和元年創業以来、包丁・カマ・ナタ・クワなど

刃物を製造するかじやとして地域に根差してきまし

た。3 年前から木柄製品の製造も手掛け、国内では

稀な刃物と柄木の両方を製造するメーカーとして販

路を開拓中です。今年 6 月に開発した漆塗りの包

丁柄は、樫を素材として堅く・丈夫で、耐水性・防

腐性にも優れ、国内はもとより海外への引き合いも

あっています。これからも MADE IN KUMAMOTO を発

信していきます。

発ৄ����
ؙ০াの੪ਞ印の会社म、਴ਛ ��ফ২ n八代市
౞ਟチকঞンジ੫業| にੳ定されたَથ଒会社ૣ
ਣၢ੟ଲ੿ਚُです؛

★「
競
泳
の
池
江
璃り

か

こ

花
子
選
手
の
よ
う

な
み
ん
な
が
憧
れ
る
、
世
界
で
メ
ダ
ル

を
取
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
」
と
話
す

の
は
全
国
中
学
校
水
泳
大
会
、
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル

バ
タ
フ
ラ
イ
で
の
優
勝
な
ど
、
全
国
の

舞
台
で
活
躍
中
の
大
嶋
千
桜
さ
ん
。
大

嶋
さ
ん
は
４
歳
の
時
、
兄
の
影
響
に
よ

り
始
め
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
強
化
の

一
環
で
水
泳
を
始
め
た
。
本
格
的
に
競

泳
に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
は
、
め
き

め
き
と
頭
角
を
現
し
、
今
で
は
日
本
の

ト
ッ
プ
選
手
だ
け
が
出
場
で
き
る
日
本

選
手
権
や
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
に
も
出

場
し
て
い
る
。

「
潜
水
キ
ッ
ク
は
誰
に
も
負
け
な
い

自
信
が
あ
り
ま
す
」
。
大
嶋
さ
ん
の
持

ち
味
は
水
に
潜
っ
た
ま
ま
水
中
を
進
む

潜
水
キ
ッ
ク
だ
。
持
ち
前
の
キ
ッ
ク
力

で
前
半
か
ら
飛
ば
し
て
い
け
る
反
面
、

「
残
り
50
メ
ー
ト
ル
や
25
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
で
タ
イ
ム
が
落
ち
て
し
ま
う
」
と
後

半
の
レ
ー
ス
に
不
安
を
残
す
。
持
久
力
強

化
の
た
め
に
練
習
で
は
試
合
よ
り
も
長
い

２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
泳
ぎ
込
み
、
弱
点
克

服
に
努
め
て
い
る
。

今
後
の
目
標
は
日
本
選
手
権
と
ジ
ャ
パ

ン
オ
ー
プ
ン
の
決
勝
に
残
る
こ
と
だ
と
い

う
。
昨
年
は
ど
ち
ら
の
大
会
で
も
自
分
の

力
を
発
揮
で
き
ず
予
選
を
通
過
で
き
な

か
っ
た
。
「
練
習
で
で
き
た
こ
と
は
大
会

で
も
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
日
頃
か
ら
試
合
に
向
け
て
の
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
日
々
の
練
習
を
大
事

に
し
て
い
る
。

大
嶋
さ
ん
が
見
据
え
る
の
は
２
０
２
１

年
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
世
界
水
泳
。
笑

顔
で
表
彰
台
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
登
る

姿
を
夢
見
て
泳
ぎ
続
け
る
。

▲数々の全国大会で活躍する大嶋さん

目指すは世界の舞台
ؙؙؙؙ૸ഛ中৾ૅ �ফ

         大嶋　千
さ く ら

桜さん

No.
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લซऋऌोःに
八代ଗ඄લซの௾ൃ੿業

੗ऎのযऋਹ৷खृघःৃਚに
॥ডーय़ング५ঌー५ডーॡ३ঙッউ

ภのจの੡品ऋழ代に
೗੟ை௘ఛ્શன༮会

ਟथ・ৄ थ・৾ ऻう
ग़॥ग़イॺ୭୆ইख़५タ

ःेःे৫ొ�ভৃでૢରखेう
ിমにব੠५এーॶイヤーがृっथくる

ञऎऔ॒のઓःলをழ代で
ਨਲ市ஒ૘ফ௵஀訪ਖ੮、八代市訪ਖ

▲手がඍऊऩःとこौमৈਚ੿業੤をઞ৷しथ
ऌれःにしました

▲ହ৥をୂऌ༓ೖするਟை঻

▲َ八代さऊऩ祭ॉُঈー५▲जれझれのবをಖ঳౬ૢରします▲ਮസାહऐ৬ୡの஘子

10
月
26
日
、
Ǔ
Ǟ
Ǔ
イ
ト
や
つ
し
ろ
で
、「
Ǔ
Ǟ
Ǔ

イ
ト
ৄ
੩
Ȁ
⻚
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ద
年
Į
月
か
ら
稼
၌
を
ౡ
め
た
同
౮
設
と
、
ௗ
年
Į

月
に
開
ሐ
し
た
「
፜
地
広
場
」
を
、
広
く
ཐ
っ
て
も
ら

う
と
੢
に
ৄ
੩
ᇱ
全
ƭ
の
関
඾
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
。
同
౮
設
見
学
や
ࡆ
の
つ
か
み
ど
り
、マ
ル
シ
⻚

な
ど
が
ŷ
り
、
ऌ
໖
連
れ
な
ど
約
２
０
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
場
内
で
は
「
八
代
市
ৄ
੩
美
化
推
進
๷

行
者
表
ൠ
式
」
と
「
く
ま
川
Ɖ
み
ǧ
ロ
Ȉ
ス
タ
ー
Ǟ
ン

ク
ー
ル
表
ൠ
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
30
日
に
開
ቝ
す
る
２
０
１
９
൅
子
ハ
ン
ド
ȇ
ー

ル
世
界
選
手
権
大
会
を
ม
り
上
げ
よ
う
と
開
ቝ
30
日
๶

イ
ベ
ン
ト
が
10
月
27
日
に
イ
オ
ン
八
代
店
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
大
会
ၟ
ᇠ
Ǡ
Ȉ
ー
タ
ー
を
務
め
る

松
中
ම
ᅝ
さ
ん
や
オ
ȋ
ロ
ン
ハ
ン
ド
ȇ
ー
ル
ᆪ
ピ
ン

ǲ
⻘
ー
ǥ
の
選
手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
⻟
ー
な
ど
が
ŷ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
൚
学
生
や
高
校
生
に
よ
る
一
校
一
国

ࢥ
၌
ĭ
カ
国
Ｐ
Ｒ
ス
Ǳ
ー
ジ
で
は
、
२
校
の
生
ည
ら
が

八
代
で
ಀ
合
を
行
う
२
チ
ー
ȋ
の
ၟ
྇
や
཯
目
選
手
を

ൾ
ऴ
し
、
大
会
の
ት
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

10
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の
４
日
৖
、
中
国
・
北ȅ

イ

ハ

イॆ

市
か
ら
「
北
ॆ
市
ฬ
൛
年
ዕ
୻
訪
ኴ
ཆ
」
が
本
市
を
訪

れ
、県
立
八
代
中
学
校
で
の
ࢷ
語
೨
業
や
博
物
館
౽
ళ
、

ホ
ー
ȋ
ス
Ǳ
イ
な
ど
を
体
ଫ
し
ま
し
た
。

31
日
に
は
市
役
所
鏡
支
所
を
訪
れ
、
中
村
博
生
市
長

を
表
ૣ
し
ま
し
た
。
訪
ኴ
ཆ
を
代
表
し
て
๒

Ǧ
ン
シ
ュ
ウ೯

Ήリ

ン

さ
ん

(

16
ఄ)

は
「
一
ᄮ
関
඾
し
た
の
は
Ɖ
み
の
分
ᇠ
で
、

日
本
の
リ
Ǡ
イ
ク
ル
ਙ
術
の
高
さ
に
੿
い
た
。
ホ
ー
ȋ

ス
Ǳ
イ
๐
で
は
ऌ
໖
の
一
員
と
し
て
ไ
し
て
も
ら
い
、

௻
後
ま
で
ഊ
実
し
た
ፅ
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
ർ

顔
で
শ
೅
を
ഠ
べ
ま
し
た
。

10
月
21
日
、
ડ
ဃ
工
グ
ル
ー
プ
の
社
員
な
ど
約
40
人

が
国
指
定
ౝ
฿
八
代
඗
฿
北
の
ঢ়
ุ
ॢ
の
ൊ
ຶ
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
グ
ル
ー
プ
が
地
ࡰ
の
୐
り
で
ŷ
る
文
化

ఖ
の
美
化
に
஭
ଝ
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
ȇ
ラ
ン
Ǳ
⻘

ア
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
ௗ
回
で
51
回
目
で
す
。
参

加
者
は
日
頃
の
高
所
作
業
ਙ
術
を
生
か
し
、
ุ
ॢ
に
生

え
た
ຶ
を
ছ
で
ོ
Ⴅ
に
ঢ
り
取
り
ま
し
た
。
３
ಐ
৖
の

作
業
で
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
約
20
台
分
の
ຶ
が
ঢ
り
取
ら

れ
、
ุ
ॢ
は
す
っ
き
り
と
し
た
き
れ
い
な
ౣ
に
な
り
ま

し
た
。

10
月
21
日
、
本
町
１
ོ
目
の
઱
き
店
ᇲ
で
第
２
回
Ǟ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ȅ
ー
ス
ワ
ー
ク
シ
⻟
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

Ǟ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ȅ
ー
ス
と
は
事
務
所
ス
ȅ
ー
ス
、

会
ਢ
ಬ
、
໫
ち
合
わ
Ɛ
ス
ȅ
ー
ス
な
ど
を
੢
ዛ
し
な
が

ら
ၤ
立
し
た
౗
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
౮
設
で
す
。

第
１
回
の
同
ワ
ー
ク
シ
⻟
ッ
プ
で
出
た
意
見
を
も
と

に
ુ
本
高
等
専
኷
学
校
の
生
ည
が
パ
ー
ス
と
෨
ኜ
を
作

成
。
そ
れ
に
つ
い
て
参
加
者
の
同
校
生
ည
や
商
店
ज़
関

૒
者
な
ど
が
、
も
っ
と
訪
れ
た
い
場
所
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

10
月
25
日
、
೷
ਆ
ၟ
ᇠ
展
ጥ
会
「
も
の
の
ƪ
と
茶
の

ူ
⺶
ጦ
਷
か
ら
ද
ᆪ
・
ཫ
興
・
அ
Ⴑ
ƭ
⺶
」
が
市
立
博

物
館
で
ౡ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
展
ጥ
会
は
ࡊ
土
ါ
山
ಐ
代
に
ሟ
෍
೶
ਦ
や
๑
ጦ

਷
ら
の
活
዆
に
よ
っ
て
、
๗
国
大
኎
や
ᆦ
൙
た
ち
の
৖

で
઱
๶
の
ブ
ー
ȋ
と
な
っ
た
茶
の
ူ
を
Ǳ
ー
マ
に
、
ಬ

町
ಐ
代
⺶
ஔ
୅
ಐ
代
の
茶
Ꮌ
や
෯
指
、
茶
ႚ
な
ど
約
90

࿾
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ഷ
日
の
開
会
式
で
は
、
関
૒
者
に
よ
る
Ǳ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
来
館
者
は
学
૷
員
の
๊
ነ
を
Ⴈ
඾
に
ᇍ

き
ႚ
り
な
が
ら
展
示
物
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

▲ਵし়ःでमણ発ऩਔ見交ఌが行われました

㖌㖇㖌֦も

ᄄ༉市のගሇבᄇම中

Facebook Twitter
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市ホームページの 「まちのわだい」 は他の話題も掲載 （随時更新中）

バドミントン世界一おめでとう
インターハイ、世界ジュニア大会優勝

食関連事業者の連携・販路拡大に
八代市食関連産業マッチング交流会

地方創生の推進
肥後銀行との包括連携協定締結式

食品製造設備強化と生産能力向上
髙見商店との立地協定調印式

日頃の練習の成果を発表
第３４回八代市文化祭舞台発表

次世代につなげる
ちびっこ妙見祭

▲二つの金メダルを手にする郡司莉子さん（右）▲土山取締役専務執行役員（左）と中村市長（右）

▲髙見代表取締役社長（左）と中村市長（右）▲筝曲で飛騨によせる三つのバラード▲親ガメと同じく子ガメも 5人で担ぎます

本
市
に
本
社
を
置
く
髙
見
商
店
が
、
食
品
製
造
設
備

の
強
化
と
生
産
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た
工
場
の
移
転

増
設
を
行
う
こ
と
か
ら
、
11
月
１
日
に
市
役
所
鏡
支
所

で
本
市
と
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
か
ら
し
れ
ん
こ
ん
や
野
菜
の
加
工
製
造
を

行
う
会
社
で
、
新
工
場
で
は
、
野
菜
の
加
工
・
貯
蔵
設

備
を
整
備
し
、
県
南
産
農
産
物
の
カ
ッ
ト
野
菜
の
製
造

に
加
え
、
他
社
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
製
品
を
自
社
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
売
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
商
品
に
も
取
り
組
む
予
定

で
す
。
ま
た
、
来
年
４
月
の
新
工
場
稼
働
に
伴
い
八
代

か
ら
新
し
く
５
人
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

11
月
２
日
、
３
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
「
第
34
回
八
代
市
文
化
祭
」
の
舞
台
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
文
化
祭
は
、
９
月
３
日
の
書
道
展
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
し
、
写
真
展
や
美
術
展
、
松
浜
軒
で
の
合
同
茶

会
な
ど
を
開
催
。
舞
台
発
表
で
は
、
日
舞
、
洋
舞
、
詩

吟
、
器
楽
な
ど
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
４
５
０
人

が
参
加
し
、
参
加
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
、精
一
杯
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
は
盆
栽
や
生
け
花
な
ど
も
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
立
ち
止
ま
り
、じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
ま
し
た
。

11
月
10
日
、
ち
び
っ
こ
妙
見
祭
ｉ
ｎ
本
町
ア
ー
ケ
ー

ド
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
約
１
５
０
人
が
本
町

ア
ー
ケ
ー
ド
か
ら
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ま
で

の
約
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

子
供
笠
鉾
や
子
ガ
メ
な
ど
の
行
列
が
や
つ
し
ろ
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
目
指
し
て
出
発
し
、
子
ど
も
た
ち
の

「
ほ
い
ほ
い
」
と
元
気
の
い
い
掛
け
声
が
辺
り
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
大
人
顔
負
け
の
演
舞
を
披
露

し
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

10
月
30
日
、
郡
司
莉
子
さ
ん
（
八
代
白
百
合
学
園
高

校
２
年
）
が
市
役
所
鏡
支
所
を
訪
れ
、
中
村
博
生
市
長

に
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
で
の
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
の
日
本
人
の
優
勝
は
、

平
成
25
年
・
26
年
に
連
覇
し
た
山
口
茜
選
手
（
現
：
再

春
館
製
薬
所
）
以
来
の
快
挙
で
す
。

郡
司
さ
ん
は
「
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
も
苦
し
い

と
き
に
諦
め
ず
に
プ
レ
ー
で
き
た
の
は
高
校
生
活
で
の

成
長
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
」
と
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

10
月
30
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

「
２
０
１
９

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｖ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｙ
八
代
市
食
関

連
産
業
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
」
が
行
わ
れ
、
八
代
市
、

氷
川
町
、
芦
北
町
の
32
の
食
関
連
事
業
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
食
関
連
事
業
者
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
、

バ
イ
ヤ
ー
な
ど
と
の
商
談
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
者
同
士
の
連
携
や
販
路
の
拡
大
に
寄
与
す
る

た
め
に
開
催
。
会
場
内
の
ブ
ー
ス
に
は
、
事
業
者
が
持

参
し
た
64
品
が
並
べ
ら
れ
、
出
展
者
同
士
で
の
情
報
交

換
や
、
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
市
役
所
鏡
支
所
で
肥
後
銀
行
と
の
包
括

連
携
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
地

方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
機
能

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
や
農
業

振
興
な
ど
幅
広
い
分
野
で
協
力
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

同
行
の
土
山
哲
司
取
締
役
専
務
執
行
役
員
が
「
弊
行

の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
取
り
組
み

た
い
」
と
意
気
込
む
と
、
中
村
博
生
市
長
は
「
連
携
す

る
こ
と
で
10
年
、
20
年
を
見
据
え
た
地
方
創
生
を
確
実

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲多くのバイヤーが訪れ商談が行われました
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今月の
表　紙

　10月 27日に行われた第45回東陽しょうが祭。そのなかのイベント「園児みこし」で太陽保育園の
園児らが力を合わせてみこしを担ぎ「わっしょい、わっしょい」の掛け声で会場の石橋公園を練り歩き、
会場は笑顔や歓声に包まれました。

編集と発行　〒 869-4292 八代市役所市長公室秘書広報課 ☎３３- ４１１１
　　　印刷　株式会社堀川印刷

年末年始の窓口業務

೥຤೥࢝の͝みのडけೖれʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ

と　き ʲ૭ۀޱ຿ʳ
本庁仮設庁舎

ʲ自動ަ付ػʳ
仮設庁舎　守衛室内

12�2�ʢۚʣ ���� ～ 1��1�

���� ～ �����2�ʢ౔ʣ み　ٳ
29ʢ೔ʣ み　ٳ
�0ʢ݄ʣ ���� ～ 1����
�1ʢՐʣ み　ٳ

1�  1ʢॕʣ み　ٳ
2ʢ໦ʣ み　ٳ
�ʢۚʣ み　ٳ
�ʢ౔ʣ み　ٳ

���� ～ ������ʢ೔ʣ み　ٳ
�ʢ݄ʣ ���� ～ 1��1�

と　き ઃ受け入れࢪ ೩える͝みのऩू
12�2�ʢ౔ʣ   ����～11��� ౔༵ऩू地۠

29ʢ೔ʣ み　ٳ

�0ʢ݄ʣ   ����～11���
1����～1���� ݄༵ऩू地۠

�1ʢՐʣ み　ٳ Ր༵ऩू地۠
1�  1ʢॕʣ み　ٳ

2ʢ໦ʣ み　ٳ
�ʢۚʣ み　ٳ
�ʢ౔ʣ   ����～11��� ౔༵ऩू地۠

と　き　令和２年１月 12日㈰
　　　　　午後２時開式 (午後１時受付開始 )
ところ 八代トヨオカ地建アリーナ（八代市総合体育館）
対　象 平成11年4月2日
　　　　　～平成12年4月1日生まれの人
※住民票が八代市にある新成人のみ12月中に案内状
を送付しますので当日持参ください。住民票が八代
市以外の人は当日会場で受付を行います。

　当日は式典に引き続き、ビンゴ大会を予定して
います。ぜひ式典から参加して豪華賞品を当てま
しょう。
…………………………………………………………………………………………………

問合せ　生涯学習課☎ 30-1110　

と　き 12月 31日㈫午後８時～
　　　　令和２年1月 1日㈷午前１時頃
　　　　　※雨天中止
ところ 日奈久温泉神社イベント広場、
　　　　　日奈久温泉街一帯
内　容 日奈久温泉の繁栄を祈願し、温泉神社へ登

る参道から温泉神社まで、竹灯篭に灯りをと
もし、参拝者を幻想的な雰囲気で迎える。

その他 ボランティアスタッフ募集。作業内容、ス
ケジュールについては「日奈久ゆめ倉庫」ホー
ムページを確認ください。

　　　　　 http://www.hinagu-kankou.com
…………………………………………………………………………………………………
問合せ　日奈久温泉観光案内所☎ 38-0267

��೔のޕલதの૭ۀޱ຿
市ຽ՝ ὸ ����11�
͜Ͳもະདྷ՝ ὸ ������1
国อͶΜきΜ՝ ὸ ����11�
市ຽ੫՝ ὸ ����1��
※国やݝのؔػ、ଞ市ொଜの໾所ɾ໾場がٳみのͨ

Ί、ରԠできないۀ຿があります。

োがいऀࢧԉ՝ ὸ �������
௕णࢧԉ՝ ὸ ���11��
ೲ੫՝ ὸ ����1��

※ࣗ動ަ付ػで発ߦできΔূ໌ॻ͸ॅຽථ（Ϛイナンόー
。ॻです໌ূ߲ࣄࡌهなし）、ҹؑূ໌ॻ、ॅຽථࡌه

※ϚイナンόーカードʹΑΔίンϏχަ付もͯͬߦいます。
（ॅຽථ、ҹؑূ໌ॻ、ॅຽථ໌ূ߲ࣄࡌهॻ、所ಘূ
໌ॻを発ߦできます）
ར༻࣌ؒ　ޕ前�࣌��෼～11࣌ޙޕ

　　　　　 （店ฮのӦؒ࣌ۀʹΑりҟなります）
ͨͩし、1�݄��日～1݄�日͸イオン۝भɾ
Ϛックスόリϡー ۝भのみར༻できます。

※थ໦બఆくͣの࣋ͪࠐみ
͸ࣄ前ʹۀࣄ所΁ి࿩で
֬ೝくͩ͞い。

八代ソΠル ὸ ���9100
ೆ　　　ӫ ὸ �����22

ᴷᴷᴷᴷᴷᴷᴷᴷᴷᴷᴷᴷ
໰߹ͤ
　ΤίΤΠτやつしΖ
　ὸ �2�����

　೥຤೥࢝の͝みのड
けೖΕ͸、ྫ೥とͯも
します。͝みの࣋ࡶࠞ
いئ͓ʹみ͸ૣΊࠐͪ
します。
　各地۠の೥຤೥࢝の
೩͑Δ͝みɾ͝ݯࢿみ
のऩू日͸、௨ৗとҟ
なりますので、͝みऩ
ूカレンμーを֬ೝく
ͩ͞い。

火
ひなぐ

流の彩
いろ令和２年

八代市成人式




